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甲斐市広報誌

甲斐市の人口　74,088人（－168）
住民基本台帳人口 72,604 人（－ 161）　男性 36,032 人（－ 92）　女性 36,572 人（－ 69）
世帯数 28,215 世帯（＋ 29）　外国人登録人口 1,484 人（－ 7）      （ ）内は前月比
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コミュニティバスの
　　　運行期間を延長しています
■市では、公共交通のないＪＲ竜王駅と
山梨大学医学部附属病院間で、コミュニ
ティバスの試行運行を行っています。今
年度、運行期間を来年３月 31 日（水）ま
で延長しましたので、お知らせします。
通勤通学などの交通手段として、ぜひご
利用ください。（土・日曜日、祝日、年末
年始を除く）
■運賃は、乗車１回につき１００円です。
※障害者は半額の５０円です。お手数で
すが乗車の際に各種手帳をご提示ください。
※小学生未満については、旅客１人につき
２人まで無賃です。また、１歳以下は無
賃です。
■運行ダイヤの案内は、各庁舎の窓口およ
び竜王駅２階プラズマディスプレイ前の
観光情報コーナーに用意しているほか、市
ホームページに掲載していますので、ご
活用ください。広報誌では、昨年の 12 月
号５ページでお知らせしています。

■問い合わせは…企画課（竜王庁舎２階）
０５５（２７８）１６６２

表紙の写真は、昨年、ドラゴンパークで撮
影しました。

（平成 21 年 3 月末現在）

「緑と活力あふれる生活快適都市」 「創甲斐・教育」 の実現に向けて「緑と活力あふれる生活快適都市」 「創甲斐・教育」 の実現に向けて

平成21年度 甲斐市当初予算平成21年度 甲斐市当初予算平成21年度 甲斐市当初予算
　市では、望ましい市の将来像を「緑と活力あふれる生活快適都市」と掲げる「第一次甲斐市総合計画」に基づ

き、まちづくりをすすめています。

　今年度も、その将来像実現に向けさまざまな施策を展開していきますが、特に本予算については、保坂市長

が就任して初めての年間予算であり、市長の公約である「生まれ、育ち、学び、働き、幸せに生きる、生き甲斐の

あるまちづくり」を目指し、「創甲斐・教育」をはじめとした各種施策に取り組んでいきます。

　

　平成21年度の当初予算が、市議会3月定例会で可決され成立しました。
　一般会計の総額は、２１３億２,３００万円で、前年度に比べ8億９,７00万円（4％）減少しました。また、国民健
康保険をはじめとする特別会計と水道事業会計を含めた予算総額は３５２億2,２６０万3千円で、前年度に比べ
１８億３,８２４万5千円（5％）減少しています。
　今月号では、当初予算の概要と主な予算の使いみちについてお知らせします。
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■
歳
入
に
つ
い
て
は
…

　市
税
は
、約
８５
億
３
、２
０
０
万
円
で
、固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

に
伴
う
家
屋
の
減
価
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
対
比
で
１・４
％
減
と
な

り
ま
し
た
。

　地
方
交
付
税
は
、国
が
交
付
税
の
増
額
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
り
、

昨
年
度
に
比
べ
４・６
％
増
の
３６
億
５
、８
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。　市

債
は
、２２
億
５
、０
０
０
万
円
で
、借
換
債
等
の
減
額
に
よ
り
前

年
度
対
比
で
２４
・７
％
減
と
な
り
ま
し
た
。市
債
の
う
ち
合
併
特
例
債

は
、１１
億
５
、１
５
０
万
円
で
、幹
線
道
路
整
備
事
業
、ま
ち
づ
く
り
振

興
基
金
造
成
事
業
、玉
幡
小
学
校
お
よ
び
竜
王
中
学
校
校
舎
耐
震
補

強
事
業
、庁
舎
増
築
等
事
業
な
ど
に
お
い
て
活
用
し
ま
す
。

■
歳
出
に
つ
い
て
は
…

　民
生
費
は
、約
５７
億
５
０
０
万
円
で
、こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
年

齢
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
対
比
で
１・５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　公
債
費
は
、約
３４
億
７
、３
０
０
万
円
で
、公
的
資
金
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
に
よ
り
、前
年
度
対
比
で
６・８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　教
育
費
は
、約
２９
億
３
０
０
万
円
で
、竜
王
北
部
公
民
館
整
備
事

業
、玉
幡
小
学
校
と
竜
王
中
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
事
業
な
ど
に
よ

り
、前
年
度
対
比
で
４・５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。教
育
費
の
う
ち
、創

甲
斐・教
育
事
業
と
し
て
４
６
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　土
木
費
は
、約
２５
億
８
、０
０
０
万
円
で
、竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業

や（
仮
称
）志
麻
の
里
防
災
公
園
整
備
事
業
の
事
業
費
の
減
な
ど
に

よ
り
、前
年
度
対
比
で
３９
・６
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　総
務
費
は
、約
２３
億
２
、５
０
０
万
円
で
、竜
王
庁
舎
増
築
等
事
業

な
ど
に
よ
り
、前
年
度
対
比
で
７・６
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　衛
生
費
は
、約
２０
億
５
、１
０
０
万
円
で
、妊
婦
検
診
の
増
な
ど
に

よ
り
、前
年
度
対
比
で
７・９
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

一 般 会 計

 国 民 健 康 保 険

 老 人 保 健

 後 期 高 齢 者 医 療

 介 護 保 険

 介 護 サ ー ビ ス

 住宅新築資金等貸付事業

 簡 易 水 道 事 業

 地域し尿処理施設

 農業集落排水事業

 宅 地 開 発 事 業

 下 水 道 事 業

 合 併 浄 化 槽 事 業

水 道 事 業 会 計

21,323,000

6,520,884

14,630

447,576

2,873,422

28,296

10,093

93,841

21,314

19,157

14,003

2,620,109

51,926

1,184,352

35,222,603

22,220,000

6,427,643

435,484

502,034

2,705,746

26,554

10,931

88,754

20,785

20,242

14,003

3,169,367

36,120

1,383,185

37,060,848

△897,000

93,241

△420,854

△54,458

167,676

1,742

△838

5,087

529

△1,085

0

△549,258

15,806

△198,833

△1,838,245

△4.0

1.5

△96.6

△10.8

6.2

6.6

△7.7

5.7

2.5

△5.4

0.0

△17.3

43.8

△14.4

△5.0

会　　計　　名

総　　合　　計

本年度予算額 前年度予算額 増  減  額 増 減 率

市 税

地 方 交 付 税

市 債

国 庫 支 出 金

繰 入 金

県 支 出 金

地 方 消 費 税 交 付 金

諸 収 入

分 担 金 及 び 負 担 金

繰 越 金

地 方 譲 与 税

使 用 料 及 び 手 数 料

地 方 特 例 交 付 金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

利 子 割 交 付 金

財 産 収 入

ゴルフ場利用税交付金

交通安全対策特別交付金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

寄 附 金

8,532,737 

3,658,000 

2,250,000 

1,668,127 

1,462,633 

1,105,320 

576,000 

551,860 

420,712 

300,000 

219,000 

217,946 

113,000 

90,000 

50,000 

33,653 

32,000 

20,000 

16,000 

6,000 

12 

21,323,000 

40.0

17.2

10.6

7.8

6.9

5.2

2.7

2.6

2.0

1.4

1.0

1.0

0.5

0.4

0.2

0.2

0.1

0.1

0.1

0.0

0.0

100

会　計　名 構成比本年度当初予算額

計

一般会計当初予算（歳入）

一般会計当初予算（歳出）

平成２１年度　当初予算会計別予算額平成２１年度　当初予算会計別予算額 (単位：千円、％)

（単位：千円、％）

民 生 費

公 債 費

教 育 費

土 木 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

農 林 水 産 業 費

諸 支 出 金

議 会 費

商 工 費

労 働 費

予 備 費

災 害 復 旧 費

5,705,417 

3,473,552 

2,903,794 

2,580,062 

2,325,424 

2,051,945 

934,536 

581,631 

307,148 

231,206 

162,434 

43,351 

20,000 

2,500 

21,323,000 

26.8

16.3

13.6

12.1

10.9

9.6

4.4

2.7

1.4

1.1

0.8

0.2

0.1

0.0

100

会　計　名 構成比本年度当初予算額

計

（単位：千円、％）

特

　別

　会

　計

歳　入
構成比

歳　出
構成比

市税
40.0%

地方交付税
17.2%

市税
40.0%

民生費
26.8%

公債費
16.3%

教育費
13.6%

土木費
12.1%

総務費
10.9%

衛生費
9.6%

民生費
26.8%

公債費
16.3%

教育費
13.6%

土木費
12.1%

総務費
10.9%

衛生費
9.6%

消防費　4.4%

農林水産業費　
2.7%

諸支出金　1.4%

地方交付税
17.2%

その他  1.6%

市債
10.6%

国庫支出金
7.8%

繰入金
6.9%

市債
10.6%

国庫支出金
7.8%

繰入金
6.9%

県支出金
5.2%
県支出金
5.2%

地方消費税
交付金  2.7%

諸収入  2.6%

分担金及び
負担金  2.0% 繰越金　1.4%

地方譲与税  1.0%

使用料及び手数料  1.0%

議会費  1.1%

その他  1.1%

平 成 21年 度

甲斐市当初予算
特  

集
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平 成 21年 度

甲斐市当初予算
特  

集

平成21年度 一般会計予算の使いみち平成21年度 一般会計予算の使いみち平成21年度 一般会計予算の使いみち

○
地
域
公
共
交
通
活
性
化・再
生
総
合
事
業　

２
３
２
万
円

　
地
域
の
実
情
に
即
し
た
、継
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、「
甲
斐
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

○
幹
線
道
路
整
備
事
業　

４
億
９
、６
８
０
万
円

　
双
葉
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
化
に

向
け
た
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備（
県
道
希
望
ヶ
丘
線
等
）な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

○
竜
王
駅
周
辺
整
備
事
業　

１
億
４
、９
７
５
万
円
　
　

　
来
年
３
月
に
新
設
さ
れ
る
竜
王
駅
北
口
駅
前
広
場
へ
つ
な
が
る
竜
王

駅
北
口
線
の
道
路
改
良
工
事
や
、駅
周
辺
の
景
観
保
持
の
た
め
、電
線
を

地
中
に
埋
設
す
る
電
線
共
同
溝
の
管
路
設
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
小・中
学
校
校
舎

　

耐
震
補
強
工
事
等

　

１
億
９
、３
２
７
万
円

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、学
校
の
耐

震
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
玉
幡
小
学
校
と
竜
王

中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。

○
竜
王
北
部
公
民
館

　

整
備
事
業

　

３
億
２
、５
８
３
万
円

  

竜
王
庁
舎
増
築
工
事
に
伴
い
竜
王

北
部
公
民
館
を
解
体
し
、新
し
い
公

民
館
は
、平
成
23
年
度
に
供
用
開
始

予
定
の
増
築
庁
舎
の
３・４
階
に
配

置
し
ま
す
。

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

２
億
１
、８
０
８
万
円

　
子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
、４
月
か
ら
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
を
満
12
歳
に
な
る
学
年
末
ま
で
拡
大
し
、窓

口
無
料
化
に
よ
る
医
療
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
母
子
保
健
事
業

　

１
億
９
２
２
万
円

　
妊
婦
健
診
の
公
費

負
担
回
数
を
５
回
か
ら

14
回
と
し
、助
成
限
度

額
を
３
万
円
か
ら
８
万

４
千
円
に
拡
充
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

活
気
に
み
ち
た
ま
ち
づ
く
り

○
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業（
新
）　

１５
万
円

　
耕
作
放
棄
地
対
策
の
取
り
組
み
の
一つ
と
し
て
、遊
休

農
地
で
菜
の
花
を
栽
培
し
、収
穫
、油
搾
り
体
験
な
ど
資

源
循
環
型
農
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　○
商
工
振
興
事
業　

２
、４
０
６
万
円

　
小
規
模
企
業
者
を
支
援
す
る
た
め
小
規
模
企
業
者
経

営
改
善
資
金
の
利
子
補
給
を
実
施
す
る
な
ど
、地
域
産

業
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

　○
観
光
推
進
事
業　

５
５
２
万
円

　
市
内
の
観
光
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、竜
王

駅
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
た
集
客
企
画
と
し
て
、味
覚
探

訪
を
テ
ー
マ
に
周
回
バ
ス
の
運
行
を
行
い
ま
す
。　

○
常
備
消
防
負
担
金　

　

７
億
６
、０
９
１
万
円

　
甲
府
地
区
広
域
消
防
事

業
会
計
負
担
金・峡
北
広
域

消
防
事
業
会
計
負
担
金
と

し
て
支
出
し
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
親
局

デ
ジ
タ
ル
化
工
事

　

５
、７
７
５
万
円

　
５
年
計
画
で
、老
朽
化
し
た
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
式
防

災
行
政
無
線
を
改
善
し
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
環
境
保
全
事
業　

１
、０
５
２
万
円

　
小
学
５
年
生
を
対
象
と
し
た
環
境
副
読
本
の
作
成
、

親
子
環
境
ツ
ア
ー
や
環
境
講
座
の
開
催
な
ど
、身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
く
ほ
か
、河
川
の
水
質
監
視
な
ど
を
続
け
ま
す
。

○
ご
み
処
理
関
連
事
業　

９
億
９
、０
８
７
万
円

　
ご
み
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
、中
巨
摩
と
峡
北
の
広
域

事
務
組
合
の
ご
み
処
理
会
計
な
ど
の
負
担
金
と
し
て
支

出
し
ま
す
。

○（
仮
称
）志
麻
の
里
防
災
公
園
整
備

　

４
、２
８
２
万
円

　
市
民
の
憩
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、災

害
時
に
は
、一
次
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
担
う
公
園

の
造
成
、道
路
、水
路
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
総
合
計
画
策
定
事
業

　

９３
万
円

　
第
一
次
甲
斐
市
総
合
計
画
の
後
期
計
画
の
指
針
と
な
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、現
況
値
の
把
握
と
満
足
度

を
調
査
し
ま
す
。

　○
公
債
費

　

３４
億
７
、３
５
５
万
円

　
市
が
事
業
を
行
う
た

め
に
す
る
借
金
は
地
方

債
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
地
方
債
の
な
か

に
は
今
と
比
較
し
て
高

利
率
の
地
方
債
も
あ
り
、

将
来
の
財
政
運
営
を
考

え
、繰
り
上
げ
償
還
を
行

い
ま
す
。（
平
成
19
年
度

か
ら
３
か
年
で
実
施
）

○
庁
舎
増
築
事
業

　

２
億
８
、８
７
４
万
円

　
平
成
23
年
度
か
ら
供

用
開
始
予
定
の
竜
王
庁

舎
整
備
事
業
と
し
て
、防

災
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

な
ど
を
行
い
、庁
舎
増
築

工
事
に
も
着
手
し
ま
す
。

・「
創
甲
斐・教
育
」推
進
大
綱
の
策
定

　
地
域
や
学
校
、家
庭
、子
ど
も
の
実
態

を
考
慮
し
、創
意
工
夫
を
図
っ
て
特
色
あ

る
教
育
を
進
め
て
い
く
た
め
の「
甲
斐
市

教
育
振
興
基
本
計
画
」＝「
創
甲
斐・教

育
」推
進
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。

　
先
行
実
施
と
し
て
次
の
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

・国
語
力
を
つ
け
る
た
め
の
読
書
活
動

事
業
　

　
読
書
記
録
ノ
ー
ト
の
活
用
と
保
護
者

の
関
わ
り
を
通
し
て
、国
語
力
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

（
モ
デ
ル
校
：
敷
島
小
学
校
）

・書
く
こ
と
に
よ
り
自
分
の
意
思
を
伝

え
る
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
文
通
を
通
し
て
、

自
分
を
表
現
し
、気
持
ち
を
相
手
に
伝

え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。

（
モ
デ
ル
校
：
敷
島
小
学
校
）

・地
域
連
携
あ
い
さ
つ
運
動
事
業

　
地
域
密
着
型
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
展

開
し
、そ
の
成
果
の
市
内
全
域
へ
の
普
及

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
モ
デ
ル
校
：
双
葉
東
小
学
校・双
葉
西

小
学
校・双
葉
中
学
校
）

■
豊
か
な
文
化
の
か
お
る

　

都
市
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

■
健
や
か
で
活
気
に
み
ち
た
福
祉・

　

医
療
の
推
進
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

■
快
適
な
生
活
環
境
を
整
備
し
、

　

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た

　

安
全・安
心
な
ま
ち
づ
く
り

■
行
政
の
無
駄
を
排
し
、質
の
高
い

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
も
と
行
財
政
の

　

効
率
化
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

　「生まれ、育ち、学び、働き、幸せに生きる、生き甲斐のあるまちづくり」に向けて、４つのまちづくりの柱を基本に
各施策の予算を計上しました。
　今年度の一般会計予算のうち、主要な事業や新規に行う事業、特色ある事業を中心に、主なものを紹介します。

・言
語
活
動
の
充
実
事
業　

　
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
や
１－２
成
人
式

な
ど
を
通
し
て
、学
校
に
お
け
る
言

語
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
モ
デ
ル
校
：
竜
王
北
小
学
校・竜
王

北
中
学
校
）

・爽
快（
創
甲
斐
）こ
ど
も
水
泳
教

室　子
ど
も
が
泳
げ
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
爽
快
に
な
る
こ
と
を

目
的
に
、体
力
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

・
軽
ス
ポ
ー
ツ（
昔
な
が
ら
の
遊

び・運
動
）習
得
派
遣
事
業

　
体
力
の
向
上
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

を
通
し
て
の
連
帯
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、園
児
を
対
象
に
伝
統

的
な
遊
び
や
運
動
を
教
え
る
機
会

を
作
り
ま
す
。

・ふ
れ
あ
い
水
泳
教
室

　
世
界
レ
ベ
ル
の
選
手
を
講
師
に
招

い
て
、そ
の
泳
ぎ
を
生
で
見
せ
た
り
、

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
プ
ー
ル
の
楽
し

さ
、泳
ぎ
の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

○「
創
甲
斐・教
育
」に
つ
い
て
の
施
策（
新
）　

４
、６
６
１
千
円

※ （新）は、新規事業 ※ （新）は、新規事業

小・中
学
校
耐
震
補
強
工
事
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市街地 集落地等

都市拠点

広域連携軸
地域連携軸 緑の軸
河川の軸

市境
都市計画区域界

集落拠点

産業拠点

緑・河川の交流拠点 観光交流拠点

凡　例

凡

　例

【空間構成】

【拠点構成】

【骨格軸構成】

【境　界】

優良農地 山林

新たな都市的
土地利用

ＩＣ等

地域拠点
シンボル拠点

敷島総合公園

赤坂台
総合公園

竜王駅

玉幡公園

敷島庁舎周辺

竜王庁舎周辺

双葉庁舎周辺

茅ヶ岳

曲ヶ岳

太刀岡山

昇仙峡

羅漢寺山

（仮称)志麻の里公園

釜無川
スポーツ公園

森林の保全と
適正管理

河川環境の
保全、整備

既設都市公園、市立公園、
その他の公園・広場

計画公園公共施設
の緑化

花と緑の
拠点の形成

緑の保全・創出

健康の道
の設定

花と緑の
景観道路の形成

トレッキング
コース等の管理

郷土のまちなみ
景観の形成

ホタルの
生息地づくり

南アルプス市

韮崎市

甲府市

昭和町
南アルプス

八ヶ岳

富士山

昇仙峡

【骨格軸構成】

【境　界】

南アルプス市南アルプス市

韮崎市

甲府市甲府市甲府市

昭和町昭和町
南アルプス

八ヶ岳

富士山富士山

昇仙峡

敷島総合公園

甲斐敷島梅の里
クラインガルテン

荒川河川公園

竜王駅

赤坂台総合公園

釜無川スポーツ公園
(西八幡公園)

信玄堤

玉幡公園

（仮称）志麻の里公園

双葉水辺公園

双葉農の駅

中央市

【
住
民
参
加
に
よ
る

　
　
　
　

 

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

市
民
と
企
業
、行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
化
し
て
い
き
ま
す
。

農地や山林等の自然的土地
利用は今後も保全していく

自然環境により構成される
自然軸を形成（緑の軸）

様々な観光資源を活用し本
市全体での交流を促す

自然環境により構
成される自然軸を
形成（河川の軸）

市街地では、コンパ
クトな市街地を形成。
ゆとりや豊かな自然
環境による良好な生
活環境の創出、安全・
安心が感じられる日
常生活を形成。

都市全体で必要
な都市機能を複
合的に配置

必 要 な 都
市機能を複
合的に配置

甲
斐
市
緑
の
基
本
計
画

甲
斐
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

人
が
つ
く
り

　
人
が
つ
ど
う

　
活
気
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市・甲
斐

●
日
常
生
活
の
中
で
豊
か
な
自
然
環
境
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
相
互
に
助
け
合
い
、賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

●
誰
も
が
住
み
良
さ
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

●
未
来
へ
引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り

都市づくり
の
目 標

緑の
まちづくり
基本方針

森・里・ま
ち
の
緑
を
愛
し
て
心
豊
か
に

               

〜
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ 

・甲
斐
を
め
ざ
し
て
〜

　市
で
は
、都
市
の
将
来
像
や
土
地
利
用
の

基
本
方
針
な
ど
を
示
し
た「
甲
斐
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」と
、緑
化
の
推
進

や
保
全
な
ど
を
示
し
た「
甲
斐
市
緑
の
基
本

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
計
画
は
、一
般
公
募
の
市
民
の

み
な
さ
ん
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す

る
策
定
委
員
会
が
、将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
、市
民
、企
業
、行
政
が
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
策
定
し

た
も
の
で
す
。

　こ
こ
で
は
、概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
書
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
課
窓
口（
竜
王
庁
舎
２
階
）お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。ま
た
、５
月
下
旬
か
ら
各
図
書
館
お
よ

び
敷
島・双
葉
支
所
各
地
域
課
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　先
人
よ
り
受
け
継
い
だ
豊
か
な
緑
を
守
り
、花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り・育
て
る
た
め
に
、市
民・企
業・行
政
が

協
力・連
携
し
て
取
り
組
む
た
め
の
指
針
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
の
緑
を
保
全
・
継
承
し
ま
す

　

<

緑
を
守
る>

●
い
き
い
き
と
し
た
市
民
活
動
を
育
む
緑
を
整
備
し
ま
す

　

<

緑
を
つ
く
る>

●
甲
斐
市
の
魅
力
を
高
め
、安
全
・
快
適
な
生
活
を
支
え
る
緑
を
育
て
ま
す

　

<

緑
を
育
て
る>

●
市
民
・
企
業
・
行
政
の
協
働
に
よ
る
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
し
く
み
を
整
え
ま
す

　

<

緑
を
結
ぶ>

　将
来
、少
子
高
齢
社
会
が
進
み
人
口
減
少
社
会
へ
と
シ
フ
ト
す
る
な
ど
、都
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、市
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、

質
の
向
上
や
都
市
機
能
の
維
持
を
実
践
す
る
た
め
、将
来
の
市
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、「
都
市
づ
く
り
の
テ
ー
マ
」と「
目
標
」を
定
め
て
い
ま
す
。

【
住
民
参
加
に
よ
る

た
だ
け
ま
す
。

緑と活力あふれる
生活快適都市

■問い合わせは…
　都市計画課（竜王庁舎２階）　☎０５５（２７８）１６６９

市 民

企 業 行 政

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
計
画
を
策
定

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
計
画
を
策
定
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市
議
会
議
長
に
猪
股
尚
彦
氏  

副
議
長
に
中
込
助
雄
氏

市
議
会
議
長
に
猪
股
尚
彦
氏  

副
議
長
に
中
込
助
雄
氏

市
議
会
議
長
に
猪
股
尚
彦
氏  

副
議
長
に
中
込
助
雄
氏

　４
月
１
日（
水
）、甲
斐
市
消
防

団
団
長
任
命
式
が
行
わ
れ
、保
坂

市
長
よ
り
秋
山
博
人
さ
ん
に
任
命

書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、団
長
任
命
式
に
続
い
て
、

副
団
長
任
命
式
が
行
わ
れ
、秋
山

団
長
よ
り
次
の
３
人
に
副
団
長
の

任
命
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

甲
斐
市
消
防
団
長

　秋
山
博
人【
再
任
】

甲
斐
市
消
防
団
副
団
長

　雨
宮
良
文（
双
葉
地
区
）【
再
任
】

　小
椋
重
光（
敷
島
地
区
）【
新
任
】

　花
輪
貞
夫（
竜
王
地
区
）【
新
任
】

市
消
防
団
正
副
団
長
が
決
ま
る

市
消
防
団
正
副
団
長
が
決
ま
る

市
消
防
団
正
副
団
長
が
決
ま
る

甲斐市消防団
入退団式

秋山博人 団長

中込助雄 副議長

雨宮良文 副団長
（双葉地区）

小椋重光 副団長
（敷島地区）

花輪貞夫 副団長
（竜王地区）

　敷
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、３
月
20
日（
金
）に
富

山
県
で
開
か
れ
た
第
32
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
中
学
の
部
に
、木
管
八
重
奏
の
チ
ー
ム
が

西
関
東
代
表
と
し
て
出
場
し
、見
事
、金
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　平
成
19
年
度
は
、大
会
の
規
定
で
平
成
16
年
度
か

ら
3
年
連
続
大
会
へ
出
場
し
た
こ
と
に
よ
り
コ
ン
ク

ー
ル
へ
の
出
場
権
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
回

は
、１
年
ぶ
り
の
出
場
で
１
月
の
西
関
東
大
会
で
西

関
東
支
部
の
代
表
と
な
り
、全
国
大
会
で
の
金
賞
受

賞
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　ま
た
、４
月
７
日（
火
）に
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、

全
国
大
会
出
場
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　定
額
給
付
金・子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申

請
書
の
受
け
付
け
が
、４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　申
請
書
は
、既
に
各
世
帯
主
あ
て
に
お
送
り

し
て
お
り
、郵
送
ま
た
は
市
役
所
各
庁
舎
窓
口

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。受
付
期
間
は
、９
月
末

日
ま
で（
郵
便
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）で
す

の
で
、お
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

給
付（
振
り
込
み
）時
期
は
…

　申
請
書
類
等
を
受
付・確
認
後
、申
請
書
に
ご

記
入
い
た
だ
い
た
口
座
に
順
次
、振
り
込
み
ま

す
。受
け
付
け
か
ら
給
付（
振
り
込
み
）す
る
ま

で
に
概
ね
２
〜
３
週
間
か
か
り
ま
す（
時
期
に
よ

っ
て
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）。振
込
予
定
日
に
つ
い
て
は
、事
前
に
市
か

ら「
定
額
給
付
金
等
振
込
予
定
日
の
ご
案
内
」の

ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
　

　申
請
書
と
一
緒
に
同
封
し
て
い
た
だ
く
添
付

書
類（
本
人
確
認
書
類・通
帳
の
写
し
）の
不
備
が

大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。書
類
に
不
備
が
あ
っ

た
場
合
は
、市
か
ら
書
類
確
認
の
通
知
を
郵
送

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。申
請
書
と
一
緒

に
お
送
り
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照
し
、

　国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）は
、国

民
健
康
保
険（
国
保
）の
被
保
険
者
と

し
て
の
資
格
を
得
た
月（
職
場
の
健
康

保
険
を
抜
け
た
り
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
月
）の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

（
例
）６
月
に
会
社
を
辞
め
て
社
会
保

険
か
ら
脱
退
し
、９
月
に
国
保
加
入
の

届
出
を
し
た
場
合
…

　保
険
税
は
国
保
の
資
格
を
得
た
６

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ま
す
。

　ま
た
、届
出
を
し
た
９
月
ま
で
は
保

険
証
が
な
い
の
で
、６
月
か
ら
８
月
ま

で
に
医
療
機
関
等
で
か
か
っ
た
費
用
は
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。（
但
し
、

過
去
２
年
間
ま
で
の
医
療
費
に
つ
き
、

市
役
所
窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
で
７

割
分
が
戻
り
ま
す
。）

　保
険
証
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

14
日
以
内
に
市
役
所
窓
口
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、資
格
の
喪
失
の
場
合
は
保
険

証
の
返
還
手
続
き
を
、ま
た
、加
入
者

の
減
員
の
場
合
も
手
続
き
を
し
な
い

と
保
険
税
額
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
保
険
税
の
納
付
は
世
帯
主
の
義
務

　世
帯
主
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険

　税
証
明
の
新
年
度
切
替
作
業
の
た
め
、５
月

31
日（
日
）竜
王
庁
舎・敷
島
庁
舎・双
葉
庁
舎
と

も
自
動
交
付
機
が
停
止
し
ま
す
。大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
停
止
日

　
５
月
31
日（
日
）終
日

全日本アンサンブルコンテストで金賞受賞
敷島中学校吹奏楽部　

申
請
書
の
投
函
前
に
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

定
額
給
付
金
事
務
室（
竜
王
庁
舎
３
階
）

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
８
１

子
育
て
支
援
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

☎
０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、世
帯
内
に

国
保
の
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、保
険

税
納
付
の
義
務
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

●
過
年
度
分
の
保
険
税

　保
険
税
は
、毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
の
分
を
年
間
の
保
険
税
と
し
て

計
算
し
ま
す
。そ
の
た
め
、１
月
に
国
保

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

に
４
月
以
降
に
届
出
た
よ
う
な
場
合
に

は
、３
月
以
前
の
保
険
税
は
現
年
度
で

あ
る
４
月
か
ら
の
保
険
税
と
は
別
に
計

算
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
を
過
年
度
分
の

保
険
税
と
い
い
ま
す
。

　ま
た
、年
度
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
の

申
告
を
し
た
り
、世
帯
の
国
保
加
入
者

の
人
数
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
増
え
た
場
合

に
も
、過
年
度
分
の
保
険
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

　過
年
度
分
の
保
険
税
の
納
付
書
は
、

他
の
納
期
の
も
の
と
は
別
に
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、過
年
度
分
の
保
険
税
は
口
座

振
替
で
き
ま
せ
ん
の
で
、現
金
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５

定  

額  

給  

付  

金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

定  

額  

給  

付  

金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

定  

額  

給  

付  

金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

申
請
受
付
中

申
請
受
付
中

申
請
受
付
中

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
４

敷
島
支
所
市
民
課（
敷
島
庁
舎
１
階
）

☎
０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
２

双
葉
支
所
市
民
課（
双
葉
庁
舎
１
階
）

☎
０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
０

自動交付機が
停止します
自動交付機が
停止します
自動交付機が
停止します

国民健康保険税の納付について国民健康保険税の納付について国民健康保険税の納付について

　給
付
金
の
支
給
手
続
き
開
始
に
伴
い
、

「
振
り
込
め
詐
欺
」な
ど
の
発
生
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）の

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、給
付
の
た

め
に
の
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　も
し
、不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場

合
は
、す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
ご
注
意

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
ご
注
意

31●/５31●/５31●/５ 日

写真提供：フォトライフ写真提供：フォトライフ

　甲
斐
市
議
会
で
は
、第
１

回
定
例
会
最
終
日
の
３
月
25

日（
水
）に
正
副
議
長
選
挙
を

実
施
し
、議
長
に
猪
股
尚
彦

氏
、副
議
長
に
中
込
助
雄
氏

を
選
出
し
ま
し
た
。

猪股尚彦 議長

　４
月
４
日（
土
）、敷
島

体
育
館
で
平
成
21
年
度
消

防
団
入
退
団
式
が
行
わ
れ
、

今
回
54
人
が
新
た
に
入
団

し
、秋
山
団
長
よ
り
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
れ
ま
で
長
い

間
消
防
団
員
と
し
て
消
防

活
動
に
尽
力
さ
れ
今
回
退

団
し
た
み
な
さ
ん
に
、感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
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今年度の主な市税・保険料の納期限は次のとおりです。納期内納付のため、資金計画を立てておきましょう。

　税金等の納付には口座振替が便利です。口座振替は、
支払いに行く手間も省け、残高さえあれば納め忘れもな
く確実な方法です。

○対象となる税金等
　市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、国民
健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保
育料、下水道受益者負担金、上下水道料金（敷島地区
の甲府市水道料金を除く）、簡易水道料金、給食費
※市県民税（普通徴収）の後期全納と固定資産税の後
期全納には口座振替はありません。また、各税等の納
期限日が口座振替日となっています。

○取り扱い金融機関等
　山梨中央銀行本・支店、中巨摩東部農業協同組合本・
支店、梨北農業協同組合本・支店、山梨信用金庫本・支
店、甲府信用金庫本・支店、山梨県民信用組合本・支店、
ゆうちょ銀行・郵便局

○申し込み方法
　預金口座のある取り扱い金融機関の窓口で、口座振替
依頼書（市役所各庁舎、市内各金融機関にあります）

　固定資産税の評価替えとは、資産価値の変動に対応
するため３年ごとに土地と家屋の評価額の見直しを行う
制度で、平成21年度は評価替えの年になります。課税
の基準日は平成21年１月１日で、評価額は基準年度か
ら３年間据え置くことになっています。

＜土地について＞
　市の地価状況はまだ下落傾向にあり、固定資産税評価額は
平成20年度に比べ、宅地平均で2.7％下落するという調査結
果になりました。来年度以降も地価が下落している場合は、評
価額の修正ができることになっています。
　土地の課税標準額の算出方法は、平成21年度の税制改正
により、現行の制度が平成23年度まで延長されたため、平成
20年度と同様です。
　税額は、課税標準額に税率1.4％を乗じたものとなります。

＜家屋について＞
　家屋の場合は、種類・構造・建築年により異なりますが、在来
家屋の物価変動を含めた経年減価を行うために評価額が下が

　

　公的年金受給者の納税の便宜を図るとともに、市
町村における徴収の効率化を図るため、10月支給分
の公的年金から住民税の特別徴収（引き落とし）が開
始されます。この制度は、個人住民税の支払い方法を
変更するものであり、新たな負担が生じるものではあ
りません。また、手続きも必要ありません。
　ただし、ご本人の意思による徴収方法の変更はで
きません。
●対象者は…
　住民税の納税義務者のうち前年中に公的年金等
の支払いを受けた人で、平成21年４月１日現在で年
齢が65歳以上の公的年金受給者です。
　※ただし、次に該当する場合は対象となりません。
・老齢等年金給付の年額が18万円未満である場合
・特別徴収税額が、老齢等年金給付の年額よりも大き
い場合
・市の行う介護保険の特別徴収被保険者でない場合
※対象者には、６月初旬に郵送する「平成21年度市
民税・県民税納税通知書」に徴収税額・徴収月等の記
載がありますのでご確認ください。

【納付方法】
　次のいずれかの方法で、お
支払いください。
○竜王庁舎会計課、敷島・双葉
支所各市民課の窓口払い
　取り扱い時間
　午前８時30分～午後５時30分
○金融機関窓口払い
　取り扱い時間
　午前９時～午後３時
※取り扱い金融機関は、納
付書等でご確認ください。

○金融機関での口座振替

市県民税
（普通徴収）

固定資産税

軽自動車税

税　　目 区　分
前期全納

後期全納

第 １ 期

第 ２ 期

第 ３ 期

第 ４ 期

前期全納

後期全納

第 １ 期

第 ２ 期

第 ３ 期

第 ４ 期

全(第１)期

 6月 １５日（月）

 6月 ３０日（火）

 ８月 ３１日（月）

 １１月 ２日（月）

 ２月 １日（月）

 ５月 １５日（金）

 ６月 １日（月）

 ７月 ３１日（金）

 １２月 ２５日（金）

 ３月 １日（月）

 ６月 ３０日（火）

 ７月 ３１日（金）

 8月 ３１日（月）

 ９月 ３０日（水）

 １１月 2日（月）

 １１月 ３０日（月）

 １２月 ２５日（金）

 ２月 １日（月）

 ３月 １日（月）

 ４月 ３０日（木）

 ６月 ３０日（火）

 ８月 ３１日（月）

 １１月 2日（月）

 １２月 ２５日（金）

 ３月 １日（月）

納期限日（口座振替日）

国民健康保険税

後期高齢者
医療保険料

介護保険料

税　　目 区　分
第 １ 期

第 ２ 期

第 ３ 期

第 ４ 期

第 ５ 期

第 ６ 期

第 ７ 期

第 ８ 期

第 １ 期

第 ２ 期

第 ３ 期

第 ４ 期

第 ５ 期

第 ６ 期

納期限日（口座振替日）

● 口座振替をご利用ください ●● 口座振替をご利用ください ●● 口座振替をご利用ください ●

 ● 平成21年度市税・保険料等納期一覧 ● ● 平成21年度市税・保険料等納期一覧 ● ● 平成21年度市税・保険料等納期一覧 ●

 平成21年度は固定資産税の評価替え年度です 平成21年度は固定資産税の評価替え年度です 平成21年度は固定資産税の評価替え年度です 平成21年度は固定資産税の評価替え年度です

ワンポイント情報
軽自動車税は4月1日現在の所有者に課税され、

市では6月10日頃に納付書の
発送を予定しています。■問い合わせは…

　収納課（竜王庁舎１階）　☎055（278）1680

　に記入のうえ、申し込み口座の通帳、届出印並び
に納税通知書（納付書）を持参のうえ、お申し込
みください。

　キャッシュカードでも手続き可能
　市役所竜王庁舎の窓口でも、次の条件に該当する
場合は、キャッシュカードを持参していただければ申し
込めます。

　対象税金等
市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税、後期高齢者医療保険料
（今後拡大予定）

　取扱金融機関等
山梨中央銀行、山梨信用金庫、甲府信用金庫、ゆ
うちょ銀行（4月から取り扱い開始）

税金・保険料の納期内納付にご協力ください税金・保険料の納期内納付にご協力ください税金・保険料の納期内納付にご協力ください
る傾向にあります。
　税額は、評価額が課税標準額となり税率1.4％を乗じたもの
となります。
　なお、建築年の古い家屋については、建築資材の価格等の
上昇の影響があり、経年減価を行っても以前の評価額を下回
らず、評価替え年度にあっても評価額が下がりません。
　
【土地・家屋価格等の縦覧および課税台帳の閲覧】
　現在窓口において、土地・家屋価格等の縦覧および課
税台帳の閲覧を無料で行っています。　
閲覧・縦覧期間　６月１日（月）まで

※土・日曜日・祝日除く　午前９時～午後５時
閲覧場所
　竜王庁舎税務課資産税担当（１階15番窓口）
※内容および閲覧対象者など、詳しくは広報誌４月号を
ご覧ください。　　
■問い合わせは…
　税務課（竜王庁舎１階）　☎０５５（２７８）１６６３

●対象となる年金は…
　老齢基礎年金、老齢厚生年金、退職共済年金等で
す。このうち、介護保険料が特別徴収されている年金
と同じ年金から特別徴収されます。ただし障害年金、
遺族年金からは特別徴収されません。
●対象税額は…
　公的年金等に係る所得割額および均等割額のみで
す。公的年金以外の所得に係る税額については特別
徴収されず、従来通りの方法により納付していただく
ことになります。
●徴収方法
　平成21年度および特別徴収を開始する
　年度における徴収方法
　（平成21年度公的年金等の所得に係る年税額が１２，０００円の場合）

※普通徴収・特別徴収とは…
　公的年金等の所得に係る税額の半分に相当する税額を、普通徴
収（納付書および口座振替によりご本人で納付する方法）により６月
（第１期）と８月（第２期）に納付していただき、残りの半分を10月、
12月、２月に支給される年金から特別徴収（引き落とし）します。

■問い合わせは…
　税務課（竜王庁舎１階）　☎０５５（２７８）１６６3

個人住民税の
公的年金からの

特別徴収が始まります

個人住民税の
公的年金からの

特別徴収が始まります

公的年金等の所得に
係る税額の半分

公的年金等の所得に
係る税額の半分

税 額

※普通徴収

年税額の１／４ 年税額の１／４

３，０００円 ３，０００円 ２，０００円 ２，０００円 ２，０００円

年税額の１／６ 年税額の１／６ 年税額の１／６
平成21年６月 平成21年8月 平成21年10月 平成21年12月 平成22年2月

※特別徴収
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　平
成
16
年
度

に
着
手
し
た
竜

王
駅
周
辺
整
備

事
業
は
、
現
在
、

来
年
３
月
の
完

成
に
向
け
て
竜

王
駅
南
口
・
北

口
駅
前
広
場
の

整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
事
業
に
は
、
街
路
事
業
国
庫
補

助
金
や
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
の
事
業
採
択
を
受
け
た
「
竜
王

駅
周
辺
地
区
」は
、平
成
20
年
度
が
最
終

年
度
と
な
り
ま
す
。

　山
梨
県
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
農
林
業
被
害
の
抑
制
お
よ
び
人

と
野
生
鳥
獣
の
共
存
を
目
指
し
た
特
定
鳥

獣
保
護
管
理
の
一
環
と
し
て
、個
体
数
調
整

の
た
め
の
捕
獲
を
行
い
ま
す
。

　捕
獲
に
あ
た
っ
て
は
、
猟
友
会
が
従
事

し
危
険
防
止
等
に
十
分
配
慮
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
箱
わ
な
」・「
く
く
り
わ
な
」に
よ
り
捕
獲

　水
道
週
間
は
、
日
ご
ろ
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
水
道
に
つ
い
て
み
な
さ
ん

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
水

道
関
係
者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
な

ど
の
運
動
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

出
張
点
検

　６
月
１
日（
月
）、２
日（
火
）

「
助
か
る
命
を

　救
い
た
い
」

救
急
車
は
緊
急
性
の
あ
る
人
の
た
め
に

使
い
ま
す
。

《
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
》

　救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な
ど
緊
急
に

病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷
病

者
の
た
め
の
も
の
で
す
。緊
急
で
な
い
の
に

救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
脳
出
血
や
心
臓

病
な
ど
で
救
急
車
が
直
ち
に
必
要
な
場

合
、
遠
く
の
救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に

な
り
、到
着
が
遅
れ
、救
え
る
命
が
救
え
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
敷
島
中
学
校
へ

平
成
20
年
度
敷
島
中
学
校

第
３
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
一
同
が
、

テ
ン
ト
４
張

（
４
６
０
、０
０
０
円
相
当
）

「
竜
王
駅
周
辺
地
区
」事
業
の

　
　
事
後
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

　ま
ち
づ
く
り
交
付
金
活
用
事
業
は
、

事
業
実
施
前
の
計
画
段
階
で
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
と
な
る
数
値
指
標
を
設
定

し
、
事
業
最
終
年
度
に
事
後
評
価
を
行

い
、
達
成
状
況
な
ど
の
確
認
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
ど
「
竜
王

駅
周
辺
地
区
」事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
評
価
を
行
い
、
事
後
評
価
結

果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

公
表
期
間

平
成
22
年
３
月
31
日（
水
）ま
で

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

公
表
場
所

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
竜
王
庁
舎
２
階

26
番
窓
口
）

※
 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
竜
王
庁
舎
２
階
）

☎
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
７

し
、
鉄
砲
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
区
域

市
内
中
北
部
の
山
林
を
含
む
対
象
鳥

獣
出
没
地
域

※

鳥
獣
保
護
区
や
休
猟
区
等
も
必
要
に
応

じ
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　５
月
中
旬
〜
８
月

■
問
い
合
わ
せ
は…

農
林
振
興
課（
双
葉
庁
舎
２
階
）

☎
０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
５

　

イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

管
理
捕
獲
を
実
施
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

管
理
捕
獲
を
実
施
し
ま
す

「
竜
王
駅
周
辺
地
区
」事
業
の

「
竜
王
駅
周
辺
地
区
」事
業
の

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

６月１日から７日は
水道週間

６月１日から７日は
水道週間

高齢者世帯には
無料で点検

高齢者世帯には
無料で点検

　高
齢
者
世
帯
の
人
を
対
象
に
、
水

道
設
備
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

　点
検
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
水
道
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。担
当
者
が
出
張
し
水
回
り
の
点

検
を
行
い
、
簡
単
な
修
理
は
そ
の
場

で
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　５
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

水
道
何
で
も
相
談

６
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）

　水
道
に
つ
い
て
日
ご
ろ
お
気
づ
き

の
点
を
、
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は…

水
道
局
業
務
課

☎
０
５
５（
２
７
６
）０
８
４
４

　緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
へ
行
け
る

場
合
は
、
救
急
車
以
外
の
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　救
急
医
療
の
連
絡
先
は
、
広
報
誌
「
か

い
」
の
予
定
表
の
ペ
ー
ジ
で
毎
号
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
今
月
号
は
35
ペ
ー
ジ
参
照
）

寄  附

救
急
車
の

　適
正
な
利
用
を

救
急
車
の

　適
正
な
利
用
を

甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所  双葉公民館ホール
日　時  ５月 21 日（木）
　　　・学校体育施設（６月分）　午後７時〜
　　　・社会体育施設（７月分）　午後８時〜
随時開放
場　所  スポーツ振興課・竜王南部公民館・敷島
　　　　公民館窓口
日　時　５月 26 日（火）〜  
　　　　午前８時 30 分〜午後５時 30 分
　　　・学校体育施設（６月分）
　　　・社会体育施設（７月分）

■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

第５回ソフトバレーボール大会結果報告
　３月 15 日（日）、敷島体育館で開催され、４部
門で 28 チームが参加し、熱戦が繰り広げられま
した。

○トリムの部（10 チーム）　　　　　
優　勝　甲斐竜王　　　
準優勝　R2VC・B　　
○フリーの部（６チーム）
優　勝　山梨富創 B
準優勝　VAN．KAI

○ファミリーの部（４チーム）　　　　　
優　勝　スマイリー　　　
準優勝　Team RIN　
○レディースの部（８チーム）
優　勝　竜王東
準優勝　篠原クラブ

山梨クィーンビーズ後援会
　　　「甲斐市支部」が設立されました
　２月 27 日（金）、敷島総合文化会館において、山
梨クィーンビーズ後援会「甲斐市支部」設立総会が
開催されました。山梨クィーンビーズは、甲斐市
を拠点としてバスケットボール女子日本リーグに
参戦している唯一のクラブチームです。本年度は、
敷島体育館においてホームタウンゲームを計画す
るなど、地域密着型のチームづくりを目指してい

ますので、市民のみ
なさん、応援よろし
くお願いします。
　また、後援会員の
募集をしています
ので、ご支援・ご協
力をお願いします。

■問い合わせは…山梨クィーンビーズバスケット
　　　　　　　　ボールクラブ後援会事務局
　　　　　　　　 055（279）5060
                        教育委員会スポーツ振興課
　　　　　　　　 0551（20）3656

６月に敷島 B ＆ G 海洋センターもオープン予定です。
開館期間　開館中 〜 11月30日（月）
開館時間　午前 10 時〜正午（午前の部）
　　　　　午後１時〜５時（午後の部）
　　　　　午後６時〜９時（夜間の部）

○双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週火曜日休館）
　甲斐市宇津谷 1957  　 0551（28）6029
注意事項
・入泳する際には、スイミングキャップの着用が義務
付けられています。
・幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護者同伴
でお願いします。

■問い合わせは…　
教育委員会スポーツ振興課   0551（20）3656

８月（敷島）

6

13

20

27

3

10

17

24

31

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

7

14

21

28

5

12

19

26

4

11

18

25

５月（双葉）

6

13

20

27

3

10

17

24

31

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

7

14

21

28

5

12

19

26

4

11

18

25

区　　　分 料 　金

市　外

市　内
小学生未満
小中学生
高校生以上
中学生以下
高校生以上

無　 料
100円
200円
100円
400円

休館日

午前中休館

夜間休館

夜間休館
午前中・

午
前
午
後
夜
間

５

15

20

30

表示例

料金表

双葉B＆G海洋センタープール日程表

14



　今年は、例年よりも桜が長く咲いていたため、各地のお祭り
は、さくらの下で華やかに行われました。４月５日には、双葉
地内の山本地区にある国の重要文化財指定の光照寺境内で薬師
堂祭典が行われ、地元の子どもたちによる子ども踊りや日本航
空学園太鼓衆による演奏が行われ、たくさんの人で賑わいまし
た。また、同日に敷島地内の大久保地区でも子神社（ねのじん
じゃ）の祭典が行われ、市指定無形民俗文化財の太太神楽の舞
いが披露され、訪れた人たちを魅了しました。
　15日には、甲州三大御幸のひとつに数えられる「おみゆき
さん」が信玄堤を舞台に行われ、釜無川の土手を、「ソコダイ・
ソコダイ」と独特の掛け声とともにお神輿を女装姿で担いで渡
御しました。そのほか、みゆきソコダイ踊りや信玄太鼓の演奏
が行われ、祭りを盛り上げました。

●３月 24 日
園児が森の恵みにふれる   

桜の下で春祭り　４月●

　敷島保育園
で「森の広場」
が開催されま
した。森の広
場は、幼児緑
育研究会およ
びオイスカ山
梨県支部のメ
ンバーが幼稚

園や保育園を訪問し、森林の話を写真や実際の
木を見せながら子どもたちに森や緑についての
理解と関心を深めてもらおうと行っているもの。
当日は、季節の森林の様子を四季の写真で紹介
したり、実際の木を見ながらふれて木の匂いや
感触を体験。また、間伐材を使った積み木遊び
を通して、木のぬくもりを感じながら楽しみ、
森林の恵みにふれる貴重な時間を過ごしました。

　甲斐敷島梅の里クラインガルテンクラブハウスにて、ゆ
うのう敷島主催によるきのこ (椎茸 ) 作り教室が開催されま
した。教室では、専門家の説明を受けながら、ドリルで原
木へ穴をあけ、菌をつめて、ろうでフタをするまでの作業
を行いました。今後、原木が乾燥しないように、木を組み

替えたり、水を
与えながら収穫
の時期まで大切
に育てていきま
す。参加者たち
は、初めての体
験でしたが、全
員で協力し合い
ながら作業に取
り組んでいまし
た。

竜王駅南北駅前広場起工式  ３月 24 日●

●３月 14 日　きのこ作り　　

16

　竜王駅南口北口駅前広場工事の起工式が、工事関係者
約40人が出席して行われました。完成は来年３月を
予定しています。広場の外観は、駅舎との調和を図り一
体感を持たせたデザインで、悪天候のときにも傘をささ
ずに移動できるなど、利用者の利便性と安全性を確保す
るため、広場全体を屋根で覆います。また、利用者や地
域のみなさんが集える新たな交流の場となるように、屋
根の下にはベン
チを随所に配置
します。工事中
は、利用者や周
辺地域のみなさ
んには大変ご迷
惑をおかけしま
すが、ご協力を
お願いします。

子神社祭礼

薬師堂祭典

おみゆきさん

●４月　入園・入学式が行われました

　人間オセロ　３月 25 日●

　日頃、市内の商店や一般家庭の人たちが110番の家と
して登録し、児童の登下校時に道路に立ったり、いっしょ
に歩いたりしながら、子どもたちの安全を守っています。
　双葉西小学校では、日頃からお世話になっている人達
に、感謝の気持ちを込めてお礼をしようと手紙を作成しま
した。手紙は、登録している19軒のほか、駐在所やライ
オンズクラブ、サテライト双葉のガードマンさんなど併せ
て２４通作成し、５年生の生徒たちが直接渡しました。手
紙をもらった人たちは、「心のこもったプレゼントをもらっ
てうれしい」、「今後も子どもたちの安全のために頑張りた
い」と喜んでいました。

　敷島中央ふれあい児童館において、敷島地区
３館合同で人間オセロ大会が開催されました。
　人間オセロとは、ダンボールで作った、子ど
もたちの顔の大きさほどあるオセロを、床に置
き、白と黒の２チームにわかれて１分間に自分
のチームと同じ色にどれだけ多くめくることが
できるかを競って遊びます。子どもたちは、一
枚でも多くのオセロを自分たちの色にしようと
奮闘していました。また、枚数を数えて、相手チー
ムに勝つことができると、チームみんなで大喜
びしていました。

17

　市内の保育園、幼稚園、小中学校で、入園・入学式が行われました。保育園では、いつもと違った雰囲気
に緊張した様子で、中には泣き出してしまう子もいましたが、先生から自分の名前が呼ばれると、笑顔で元

気よく手をあげていました。小学校では、6年生の
児童が、学校での一日を寸劇にして新入生に披露し
ました。真新しい服を着たピカピカの新入生たちは、
上級生の息の合った演技に、ときおり笑顔を見せな
がらも真剣な表情で劇を見ていました。また、式の
最後には入学児全員に交通安全の願いの込められた
黄色い帽子と防犯ブザーがプレゼントされました。
中学校では、新入生の代表の生徒が、これからの学
校生活への抱負などの誓いの言葉を述べ、新入生た
ちはこれからの中学校生活に期待しながらも気持ち
を引き締めていました。松島保育園

竜王西小学校 竜王中学校

●３月 24 日　日頃の感謝を込めて



 2日 (土)

 7日 (木)

 8日 (金)

 9日 (土)

 11日 (月)

 13日 (水)

 14日 (木)

 15日 (金)

 16日 (土)

 19日 (火)

 20日 (水)

 21日 (木)

 23日 (土)

 25日 (月)

 27日 (水)

 29日 (金)

 30日 (土)

敷島みなみ児童館
☎055(277)9720

竜王南児童館
☎055(279)7666

玉幡児童館
☎055(276)9656

竜王北児童館
☎055(279)1911

竜王東児童センター
☎055(278)1178

竜王西児童館
☎055(279)3731

敷島ふれあい中央児童館
☎055(277)9220

敷島なかよし児童館
☎055(277)1121

双葉西児童館
☎0551(28)4588

双葉東児童館
☎0551(28)1214

ぬり絵・うつし絵
10:00

ナンバーリンク
15:30

ドミノで遊ぼう
15:30

大型紙芝居
１５：３０

ミニサッカー
１５：３０

しゃぼん玉あそび
１５：３０

ビデオ会
１５：３０

音楽で遊ぼう
13:00

DVDを観よう
10:00

音楽遊び
10:00

ナンバーリンク
10:00

作って遊ぼう
15:30

Ｓｔｒｅｅｔ Ｄａｎｃｅ
15:30

お話の会
15:30

ナンバーリンク
15:30

ナンバーリンク
15:30

表現遊び
15:30

工作ブンブンごま
15:30

シャボン玉遊び
15:30

作って遊ぼう
13:00

ドッチボール
10:00

ドミノで遊ぼう
10:00

お話会
10:00

ナンバーリンク
15:30

ドミノ大会
15:30

おもちゃの病院
14:00

巨大オセロゲーム
15:30

DVDを観よう
15:30

グーチョキパーゲーム
15:30

大型絵本
15:30

ナンバーリンク
15:30

音楽で遊ぼう
13:00

卓球大会
10:00

オセロをしよう
10:00

おやつ作り
15:30

ビデオ会
10:00

お話聞こう
15:30

読み聞かせ
15:30

ビデオ会
14:00

大型紙芝居
15:30

ドミノ大会
10:00

リズミック
10:30

大型紙芝居
15:30

巨大オセロで遊ぼう
15:30

チャレンジゲーム
15:30

読み聞かせ
15:30

カードつくり
10:00

ナンバーリンク
10:00

ナンバーリンク
10:00

母の日プレゼント作り
14:00

母の日プレゼント作り
14:00

（５月）

この見開きページは左ページからお読みください
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子ども読書の日イベント

第51回こども読書週間　～笑顔のヒミツは本の中～

　「こどもの読書週間」は、「子ども読書の日」である４月 23 日から５月 12 日までの「子どもの日」
をはさんだ約３週間のことです。子どもたちによい本に親しむことをすすめ、読書の楽しみや喜びを
知らせ、正しい読書の習慣を身につけさせるのに良い機会です。
　また、大人になっても子どもの読書がいかに大切なことか、良い本を与えるためにはどういう努力
をしたらよいかということについて考える機会ともいえます。
　図書館では読書週間に合わせ、子ども向けのイベントのほか、「こどもにすすめたい本」の展示も行っ
ています。ぜひ、ご家族おそろいで図書館にお出かけください。

★敷島図書館イベント
春風にのってチビッコ
　　　　　あつまれ Go!Go!
対象　幼児・小学生
日時　５月 10 日（日） 
　　　午後２時開演
　　　（午後１時 30 分開場）
場所　竜王図書館２階視聴覚室
内容　手袋人形、おはなし、上映会、

パネルシアターなど
出演　アリスの部屋、ききみみず

きんおはなしの会、職員

対象　幼児・小学生
日時　５月２日（土）
　　　午後２時開演
　　　（午後１時 45 分開場）
場所　敷島総合文化会館視聴覚

ホール
内容　大型紙芝居、大型絵本、上映

会、パネルシアターなど
出演　ライライの会、職員

ふうせん劇場スペシャル！
　 　　　　～春のおはなし会～

対象　幼児・小学生　
日時　５月 23 日（土）
　　　午後２時開演
　　　（午後１時 45 分開場）
場所　双葉ふれあい文化館視聴覚室
内容　大型絵本、おはなし、手遊び

など
出演　ピッピの会、職員

ライライくんのおはなし劇場

★双葉図書館イベント★竜王図書館イベント
対象 小学生
日時 ５月 16 日（土）
 午前10時30分〜11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ 笛をふいたら
内容 お話、読み聞かせ、ブック

トーク、工作

対象 ５か月児〜１歳６か月児
日時 ５月７日（木）、21 日（木）
 午前 10 時 30 分〜 11 時
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、手

袋人形、絵本の紹介など

対象 １歳６か月児〜
日時　５月７日（木）、21 日（木）
　　　午前11時10分〜11時40 分
場所　敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、手

遊び、パネルシアターなど

対象　幼児・小学生
日時　５月 16 日（土）
　　　午後２時〜２時 30 分
場所　敷島図書館じどうとしょかん
内容　詩、語り、読み聞かせ、わら

べうたなど

対象　乳幼児
日時　５月 14 日（木）
　　　午前 11 時〜11時30分
場所　双葉図書館おはなしコーナー
内容　読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時　５月 21 日（木）
　　　午後１時 30 分〜
場所　竜王図書館２階会議室
メニュー　　『毒笑小説』より「マニュア

ル警察」　東野圭吾 作他
板前　ねの会　
助っ人板前　ごくらくとんぼ、
　　　　　　虹の夢ふくろう　

日時　５月 14 日（木）、28 日（木）
場所　竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
　対象　５か月児〜１歳６か月児
　時間　午前10時15分〜10時45分
　内容　読み聞かせ、手遊びなど
・こぐま組
　対象　１歳６か月児〜
　時間　午前11時〜 11時 30分
   内容　読み聞かせ、おりがみ、
　　　　パネルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ５月９日（土）、23 日（土）
 午前10時30 分〜11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、工作、
　　　パネルシアターなど

対象 小学生
日時 ５月２日（土）
 午前10時30分〜11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、切り紙

など

対象　幼児・小学生
日時　５月９日（土）
　　　午前 10 時 30 分〜 11 時
場所　双葉図書館おはなしコーナー
内容　読み聞かせ、ブックトーク、

手遊びなど

『ころわんのおはなし
　〜ころわんとこいのぼり〜 』他
　日本／ 24 分／動画絵本

『藤城清治　 影絵劇 
 　〜つるの恩がえし〜 』他
　日本／ 44 分／影絵劇
日時　５月 23 日（土）
　　　午後１時 30 分開演
　　　（午後１時開場）
場所　敷島総合文化会館視聴覚

ホール
定員　先着 80 人

『ころわんのおはなし
　〜ころわんとしろいくも〜 』他
　日本／ 23 分／動画絵本

『藤城清治　 影絵劇
　 〜銀河鉄道の夜〜 』
　日本／ 48 分／影絵劇
日時　５月 24 日（日）
　　　午後１時 30 分開演
　　　（午後１時開場）
場所　竜王図書館２階視聴覚室
定員　先着 180 人

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
　おきらく亭　

キッズぷらねっと　
  ～ストーリーテリング編～

　敷島図書館

　双葉図書館

らいおんちゃんのおうち

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

ふうせん劇場

　竜王図書館

キッズぷらねっと
　～ブックトーク編～

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

　上映会のお知らせ

開館時間　●平　日：午前 10 時〜午後 7 時　
　　　　 　●土・日・祝日：午前 9 時〜午後 5 時
5 月のおやすみ
竜王図書館　定例休館日 １日（金）、８日（金）、15 日（金）、22 日（金）
　　　　　　 こどもの日 ５日（火）  振替休日 ６日（水） 月末整理日 29 日（金）
敷島図書館　定例休館日  ４日（月）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）
　　　　　　 こどもの日　５日（火）　月末整理日 29 日（金）
双葉図書館 / 中部・南部公民館図書室
　　　　　　 定例休館日  ４日（月）、11 日（月）、18 日（月）、25 日（月）
　　　　　　 振替休日 ６日（水）　月末整理日 29 日（金）

～郷土資料の収集に
　　ご協力をお願いします～

　甲斐市立図書館では郷土資
料の収集に努めています。
　甲斐市に関する歴史資料、
写真、録音資料などをお持ち
の人は、最寄りの図書館にご
連絡をお願いします。



農
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

市
で
は
、元
気
で
活
力
あ
る
農
業
の
実

現
と
、新
鮮
で
安
心
な
農
産
物
生
産
の
た

め
に
補
助
金
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
概

要
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

た
だ
し
、補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
場

合
は
、申
請
条
件
・
予
算
等
の
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
生
産
調
整
対
策
市
単
独
助
成
事
業

内
容　

生
産
調
整
を
行
っ
た
市
内
在
住

の
農
業
者
に
対
し
奨
励
金
を
交
付

条
件　

作
付
け
内
容
が
、一
般
作
物
か
特

例
作
物

補
助
率　

一
般
作
物
９
円
／
㎡

　
　
　
　

特
例
作
物
５
円
／
㎡

●
学
校
給
食
米
生
産
者
補
助
事
業

内
容　

　

学
校
給
食
用
米（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）を
生

産
・
出
荷
す
る
農
業
者
へ
の
補
助
金

条
件　

農
業
協
同
組
合
の
検
査
で
認
め

ら
れ
た
も
の

補
助
率　

籾
換
算
50
円
／
ｋ
ｇ

●
有
機
質
導
入
事
業

内
容　

梨
北
、中
巨
摩
東
部
農
協
か
ら
購

入
し
た
有
機
肥
料（
土
の
里
、
あ
い
の

う
、
あ
い
の
う
α
、育
、
グ
リ
ー
ン
ス

タ
ッ
フ
、
Ｂ
Ｍ
活
性
堆
肥
の
６
種
類
）

購
入
費
の
補
助

条
件　

農
協
正
組
合
員
、申
請
は
１
回
で

１
世
帯
40
袋
限
度

　
（
基
準
単
価
は
１
袋
４
０
０
円
）

補
助
率　

購
入
費
の
１
／
３

●
施
設
園
芸
振
興
対
策
事
業

内
容　

園
芸
作
物
の
苗
、
ビ
ニ
ー
ル
、鋼

材
等
の
資
材
お
よ
び
ハ
ウ
ス
等
の
施

設
へ
の
補
助

条
件　

施
設
等
を
整
備
し
、
か
つ
イ
チ

ゴ
、
花
卉
、
薬
用
作
物
を
作
付
け
す
る

こ
と

補
助
率　

経
費
の
３
／
10（
上
限
50
万
円
）

●
農
業
共
済
掛
金
助
成
事
業

内
容　

北
巨
摩
、峡
中
・
南
部
農
業
共
済

組
合
の
加
入
共
済
掛
金
へ
の
補
助

条
件　

果
樹
共
済
と
園
芸
施
設
共
済
へ

の
加
入

補
助
率　

各
共
済
掛
金
の
１
／
３

●
有
害
獣
防
除
用
器
具
設
置
事
業

内
容　

有
害
獣
か
ら
農
作
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
資
材
器
具
等
の
購

入
費
補
助

条
件　

有
害
獣
は
イ
ノ
シ
シ
、熊
と
し
地

区
ま
た
は
団
体
か
ら
の
申
請
に
よ
る

※
資
材
器
具
と
は
金
網
、板
、有
刺
鉄
線
、

金
属
支
柱
、電
気
柵
な
ど

補
助
率　

設
置
経
費
の
１
／
２
、
た
だ

し
上
限
５
万
円

●
や
は
た
い
も
作
付
け
補
助
事
業

内
容　

や
は
た
い
も
作
付
け
に
対
す
る

補
助

条
件　

竜
王
地
域
内
の
田
畑
に
１
０
０

㎡
以
上
作
付
け
し
た
も
の

補
助
率　

20
円
／
㎡

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

農
林
振
興
課　

双

　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
５

　

竜
王
支
所
地
域
課　
竜

　

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
６

　

敷
島
支
所
地
域
課　

敷

　

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
３

平
成
22
年
成
人
式
の
お
し
ら
せ

　

来
年
の
成
人
式
は「
成
人
の
日
」前
日

の
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
お
間
違
え

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日（
日
）

受
付　

午
前
９
時
～

式
典　

午
前
10
時
～

場
所　

昭
和
町「
ア
ピ
オ
」

対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

平
成　

年
成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

　

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、成
人
式

の
企
画
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
を
自
ら
の
手

で
作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

日
程　

８
月
頃
か
ら
会
議
開
催
予
定

募
集
内
容　

平
成
22
年
成
人
式
の
企
画

（
記
念
品
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）、
運

営（
司
会
・
入
場
整
理
）等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課　
　

　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
８　
　

　
　
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

特
定
計
量
器
「
は
か
り
」
定
期
検
査

実
施
に
つ
い
て

　

計
量
法
の
規
定
に
よ
り「
は
か
り
」の

定
期
検
査(

２
年
に
１
回)
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、竜
王
地
区
・
敷
島
地
区
が

対
象
で
す
。
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な

い「
は
か
り
」を
商
取
引
や
証
明
に
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
程　

◎
５
月
22
日（
金
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

竜
王
武
道
館

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　

竜
王
中
部
公
民
館
玄
関
前

◎
５
月
25
日（
月
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

敷
島
支
所
吉
沢
出
張
所
玄
関
前

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　

市
役
所
敷
島
支
所
玄
関
前　
　
　

持
ち
物　

印
鑑
、
手
数
料（
は
か
り
の
種

類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
商
工
観
光
課　

双

　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４

下
水
道
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、河
川
の
浄
化
と
生
活
環
境
の

向
上
を
目
的
に
下
水
道
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
下
水
道
整
備
済
み
区
域

で
、下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
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ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
周
辺
に
は
、
か

つ
て
30
基
ほ
ど
の
古
墳
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
総

称
し
て
赤あ

か
さ
か
だ
い
こ
ふ
ん
ぐ
ん

坂
台
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
開か

い
こ
ん墾

や
中
央
自
動
車
道
の

建
設
な
ど
に
伴
っ
て
消
滅
し
た
古
墳

も
多
く
、
現
在
で
は
、
数
基
が
確
認

で
き
る
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

狐
塚
２
号
墳
は
、
こ

の
赤
坂
台
古
墳
群
に
含

ま
れ
、
狐
塚
１
号
墳（
市

指
定
史
跡
）と
狐
塚
３
号

墳
と
と
も
に
狐き

つ
ね
づ
か
し
ぐ
ん

塚
支
群
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
狐
塚

1
号
墳
は
、
２
号
墳
の
北

側
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に

あ
り
、
ま
た
、
３
号
墳
は

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
２
号
墳
の
北
東
約

40
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
ま

し
た
。 

　

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）の
調
査
に

よ
る
と
、
狐
塚
２
号
墳
は
、
直
径
13

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
円

墳
で
、
墳
丘
の
周
り
に
は
幅
１
～
３

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
10
～
40
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
周
溝
を
巡
ら
せ
て
い
ま

す
。
墳
丘
の
南
側
に
は
開
口
す
る
横

穴
式
石
室
が
あ
り
、
石
室
の
規
模
は

全
長
６
・
４
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
３

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
井

石
は
３
枚
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
位
置
は
本
来
の
位
置
か
ら
移
動

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

狐
塚
２
号
墳
は
、
赤
坂
台
古
墳
群
の

な
か
で
も
保
存
良

好
な
古
墳
の
ひ
と

つ
で
す
。
古
墳
の

構
造
か
ら
、
６
世

紀
末
か
ら
７
世
紀

初
頭
に
築
造
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。　

（
所
在
地　

竜
王

７
９
４
｜
１
３
）

　

板
碑
と
は
石
を
板
状
に
し
た
供
養

塔
で
、
鎌
倉
時
代
に
は
じ
ま
り
室
町

時
代
前
半
に
各
地
に
広
が
り
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
に
は
造
立
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
。
は
じ
め
は
中
世
の
武
士

の
信
仰
と
深
く
関
わ
り
が
あ
る
と
さ

れ
、
後
に
庶
民
に
も
浸
透
し
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
頭
部
が

三
角
形
で
、
多
く
の
場
合
そ
の
下
に

２
本
の
線
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

月
待
信
仰
は
中
国
で
は

満
月
で
あ
る
十
五
夜
が
対

象
で
あ
り
ま
し
た
が
、
日

本
で
は
十
五
夜
の
他
に

様
々
な
月
待
が
あ
り
、
特

に
十
三
夜
、
二
十
三
夜
な

ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

月
が
出
る
の
を
待
っ
て
供

え
物
を
し
て
会
食
し
、
願

を
懸
け
た
り
、
悪
霊
を
払
う
た
め
経

を
唱
え
た
り
な
ど
し
ま
す
。

　

こ
の
長
光
寺
の
板
碑
は
二
十
三
夜

で
あ
る
下
弦
の
月（
半
月
）の
化
身
、

勢せ
い
し
ぼ
さ
つ

至
菩
薩
が
八
弁
蓮
華
の
台
座
の
上

に
乗
る
形
と
な
っ
て
お
り
、
安
山
岩

製
で
、
室
町
時
代
中
頃
の
特
徴
が
み

ら
れ
ま
す
。「
福
徳
二
年
辛
亥
」と
い

う
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、「
福

徳
」と
は
信
仰
者
が
願
意
を
こ
め
て

私
的
に
使
っ
た
年
号
で
、
干
支
の

「
辛か

の
と
い亥

」
か
ら
延
徳
３
年
（
１
４
９
１
）

の
造
立
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

月
待
板
碑
は
山
梨

県
内
で
は
北
西
部
を

中
心
に
分
布
し
、
こ

の
板
碑
は
東
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
所
在
地　

牛
句
２
２
０
３
）

長ち
ょ
う
こ
う
じ
つ
き
ま
ち
く
よ
う
い
た
び

光
寺
月
待
供
養
板
碑

市
指
定
歴
史
資
料

平
成
３
年
４
月
25
日
指
定……

狐き
つ
ね
づ
か
に
ご
う
ふ
ん

塚
２
号
墳

市
指
定
史
跡

昭
和
58
年
５
月
６
日
指
定

行

政

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
情
報
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や
事
業
所
の
み
な
さ
ん
に
早
期
接
続
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
い
た
だ
く
こ
と
で
、河

川
の
水
質
が
改
善
さ
れ
、未
来
の
こ
ど
も

た
ち
に
大
切
な
水
資
源
を
残
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
1
日
も
早
く
下
水
道
へ
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、排
水
設
備
資
金
の
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
や
汲
み
取
り
便
所
改
造
助
成
金

制
度
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
下
水
道
課　
竜

　

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
０

子
育
て
ひ
ろ
ば

開
催
場
所　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

敷
２

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分　

対
象
年
齢　

水
曜　

６
か
月
～
１
歳
６
か
月

金
曜　

１
歳
６
か
月
～
３
歳
未
満

※
開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
楽
し
み
お
や
つ
作
り

日
時　

５
月
27
日（
水
）、29
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

対
象　

１
歳
６
か
月
前
後
～
３
歳
未
満

の
親
子

指
導
者　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

参
加
費　

３
０
０
円

定
員　

各
６
組（
予
約
制
・
愛
育
会
に
よ

る
託
児
が
あ
り
ま
す
）

申
込
受
付　

５
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～　
　
　

窓
口
で
の
直
接
受
付（
電
話
受
付
不
可
）

子
育
て
相
談

　

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、育
児

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談
の

ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
日
・
月
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

子
育
て
相
談
専
用
電
話

　

０
５
５（
２
７
７
）１
２
６
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

敷
２

　

０
５
５（
２
７
７
）１
７
６
２

特
設
人
権
相
談
所

日
時　

６
月
１
日（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

双
葉
公
民
館

相
談
内
容

　

親
族
間
の
問
題
、
名
誉
、
信
用
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

児
童
虐
待
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
児
童
、
生
徒
の
い
じ
め
、
体
罰
、

そ
の
他
人
権
に
関
す
る
こ
と
で
ど
こ

へ
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

で
困
っ
て
い
る
場
合

担
当　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
民
課　
竜

　

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
４

ね
ん
き
ん
特
別
便
臨
時
相
談
所

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」に
つ
い
て
の
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。（
一
般
の
年
金
相
談
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
）

開
設
日　

５
月
12
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午 

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所　

敷
島
庁
舎
２
階
相
談
室
Ｄ

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課　
竜

　

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
５　
　

　

竜
王
社
会
保
険
事
務
所　

 

　

０
５
５（
２
７
８
）１
１
０
０

家
庭
教
育
支
援
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

日
程　

敷
島
地
区　

５
月
８
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

双
葉
地
区　

５
月
15
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

竜
王
地
区　

５
月
22
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

子
育
て
し
ゃ
べ
り
場

　

未
就
学
児
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た

座
談
会
形
式
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

日
程　

敷
島
地
区　

５
月
８
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

敷
島
地
区
教
育
相
談
電
話

　

０
５
５（
２
７
７
）１
４
０
０

　

双
葉
地
区
教
育
相
談
電
話

　

０
５
５
１（
２
８
）７
６
８
１

　

竜
王
地
区
教
育
相
談
電
話

　

０
５
５（
２
７
６
）７
５
２
１

特
設
合
同
行
政
相
談
所

主
催　

総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所

日
時　

５
月
22
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　

オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
イ
店
１
階

ふ
れ
あ
い
広
場（
中
央
市
山
之
神

１
１
２
２
）

内
容　

登
記
や
人
権
、
年
金
、
介
護
・
福

祉
な
ど
、生
活
に
身
近
な
相
談
に
、国
・

県
・
市
の
担
当
者
が
応
じ
ま
す
。
行

政
書
士
、司
法
書
士
も
参
加
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
総
務
省
山
梨
行
政

評
価
事
務
所
行
政
相
談
課　

　

０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
人
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

主
催　

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

相
談
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
0
時
15
分
、

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
多
重

債
務
相
談
窓
口　

　

０
５
５（
２
５
３
）２
２
６
１

移
動
県
民
相
談

日
時　

５
月
19
日（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

北
巨
摩
合
同
庁
舎
２
階

　
　
　
（
韮
崎
市
本
町
４

－

２

－

４
）

内
容　

法
律
相
談
、
土
地
住
宅
、
交
通
事

故
相
談
、消
費
生
活
相
談

※
相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
５
５（
２
２
３
）１
５
７
１

無
料
法
律
相
談

　

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸
借
、

交
通
事
故
、損
害
賠
償
、
サ
ラ
金
等
の
消

費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

手
元
に
あ
る
関
係
資
料
を
持
参
し
、相

談
内
容
を
ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時　

５
月
15
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

敷
島
総
合
文
化
会
館

定
員　

10
人

　
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
30
分
と

な
り
ま
す
）

担
当　

山
梨
県
司
法
書
士
会
相
談
セ
ン

タ
ー
所
属
司
法
書
士

申
込
受
付　

５
月
12
日（
火
）午
後
５
時

40
分
～
５
時
55
分
ま
で
電
話
受
付（
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、相
談
日
前
日

ま
で
の
業
務
時
間
内
で
受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
民
課　
竜

　

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
４

※
無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に

よ
る
予
約
制
で
す
。

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
丸
の
内

１

－

８

－

５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

　

０
５
５（
２
２
３
）１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所（
甲
府
市
酒
折
２

－

４

－
５
）

　

０
５
５（
２
２
４
）１
９
４
０

・
法
テ
ラ
ス
※
資
力
の
乏
し
い
人
に
限

ら
れ
ま
す
。（
甲
府
市
中
央
１

－

12

－

37
イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
１
階
）

　

０
５
０（
３
３
８
３
）５
４
１
１

中
学
生
対
象
の
自
学
講
座

　

教
員
を
目
指
す
山
梨
大
学
・
県
立
大

学
の
学
生
に
講
師
を
依
頼
し
、学
習
の
進

め
方
や
ア
ド
バ
イ
ス
、宿
題
の
解
き
方
を

教
え
て
も
ら
う
と
い
う
講
座
で
す
。

日
時  

　

５
月
23
日
～
10
月
24
日
の
土
曜
日

　
（
前
期
分
計
14
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

　

竜
王
東
児
童
セ
ン
タ
ー

　
（
竜
王
中
学
校
区
お
よ
び
竜
王
北
中　

学
校
区
の
生
徒
）

　

竜
王
中
部
公
民
館

　
（
玉
幡
中
学
校
区
の
生
徒
）

●パソコン教室（５月開講）
■受講対象者…市内在住の成人
■申 込 方 法…往復はがきに「パソコン教室申し込み」と記入のうえ、
①氏名（ふりがな）と年齢　②住所と電話番号を明記して郵送してください。
なお、応募多数の場合は５月14日（木）午前１０時から双葉公民館にて公開抽選会を
実施します。

　（往復はがき以外の申込は無効）１人１枚の往復はがきで申し込みください。
　パソコンの持ち込みはご遠慮ください。

締め切り　５月13日（水）必着
■申し込み・問い合わせは…
〒４００-０１０５ 甲斐市下今井２３６-２
甲斐市教育委員会　生涯学習文化課
「パソコン教室担当」宛て
☎0551(２０)3658

日常生活に活かす
表計算作成講座
(エクセル編）

パソコンは良く使うけど、「表計算やグラ
フ」などの応用に自信がもてない人。家計
簿、健康管理の表、サークルなどの収支計
算書もこれでOK。

ワードの基本操作を理解
し、かつ、日常生活に活用
したい人

20人 １,４００円
５月19日(火)、
21日(木)、26日
(火)、28日(木)
午後２時～５時

敷島総合文化会館
２階研修室A・B

講座名 内　容 場　所 対象（目安） 定　員 テキスト代日　時

●竜王中部公民館ふれあい講座
■受付開始…５月８日（金）　午前９時から電話で受付（定員になり次第締切）
■受 講 料…無料（講座により教材費がかかります）
■対 象 者…市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人
■申し込み・問い合わせは…竜王中部公民館☎０５５(２７６)５７８２

創作を楽しむ
陶芸教室

自分らしさを形と色で表現し、オリジナル
な陶芸作品を作ってみませんか。作品の
創作とその出来映えを楽しみましょう。初
心者歓迎。

リーダーバンク
渡辺公男ほか

全10回
５月19日～10月６日
毎月第１・３火曜日
午前９時30分～11時30分

20人

15人

４，０００円／古タオル
（２枚）・エプロン・粘土
ヘラ（持参できる人）

素敵な私と出会う
暮らしの
マナー教室

日常の立居振舞いから冠婚葬祭まで、暮
らしの中の現代マナー実践講座です。日
本の美しい心と形を学び、素敵な私に出
会えます。

小笠原流礼法師範
木村菱由

全６回
５月28日、 ６月４日・18日、
７月２日・16日、８月６日の木
曜日
午前１０時～正午

５００円／白ソックス・
筆記用具

講座名 内　容 期間／時間 講　師定　員 教材費／持ち物

行

政

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
情
報

行

政

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
情
報
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　 … 敷島第２庁舎
敷
２

竜 … 竜王庁舎
敷 … 敷島庁舎
双 … 双葉庁舎

　

敷
島
総
合
文
化
会
館

　
　
（
敷
島
中
学
校
区
の
生
徒
）

　

双
葉
公
民
館　

　
　
（
双
葉
中
学
校
区
の
生
徒
）

定
員　

各
会
場
35
人
程
度

申
込
方
法　

　

市
立
中
学
校
生
徒
…
各
学
校
を
通
じ

て
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

　

市
立
中
学
校
以
外
の
生
徒
…
学
校
教

育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…　

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課　

　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
７

点
訳
者
養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

日
時　

６
月
５
日
～
8
月
28
日
の
毎
週

金
曜
日（
全
12
回
）8
月
14
日
は
休
み

　

午
前
10
時
～
正
午　
　
　
　
　

場
所　

竜
王
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

・
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
点
字
に

興
味
の
あ
る
人

・
講
習
会
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
人

定
員　

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料　

無
料（
点
字
機
１
、１
０
０
円

は
自
己
負
担
）

内
容

・
点
字
図
書
の
基
礎
知
識

・
点
訳
の
方
法
お
よ
び
実
技

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所 

　

０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

ジュニア水泳夏期短期レッスン参加者募集

 

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

　学校での水泳の授業が始まる前や夏休み前に、水が苦手なお子さんに、少しでもプールに慣れてもらうための
レッスンです。各回のレッスン内容は全て同じで、「５日間で水に慣れること」を目的にしています。
　なお、申し込み多数により定員を超えた場合は抽選となります。※ 先着順での決定ではありません。
日　　程　次の各期間の５日間　　（ア）  ６月 23 日（火）〜 27 日（土）　　（イ）  ７月７日（火）〜 11 日（土）
時　　間　午後６時〜７時  （１回 60 分）
費　　用　レッスンには施設利用料と参加料がかかります。
　　　　　◎施設利用料…小学生料金　市内 200 円・市外 300 円（１回券）
　　　　　　　　　　　　※この他、回数券、得トク利用券、年間利用券もあります。
　　　　　◎参加料…５日分の保険料・受講料として 2,000 円　※ レッスン初回にお支払いいただきます。
募集人数　（ア）・（イ）　各 10 人
対　　象　水が怖い、けのび・浮き身ができないという小学校１・２年生
申込方法　次のいずれかの方法でお申し込みください。
　　　　　　① Kai・遊・パーク受付窓口で直接
　　　　　　② 電　話　055（276）4189
　　　　　　③ F A X　 055（276）0089
　　　　　　④ メール　kai-yu-p@city.kai.yamanashi.jp
　　　　　　⑤ 郵　送　〒 400 － 0117　甲斐市西八幡 1896 － 2
　　　　　　　　　　「Kai・遊・パークレッスン参加者募集」宛
　　　　　　※③〜⑤による申し込みの場合には、必須事項を必ず明記してください。
受付期間　５月 12 日（火）〜 22 日（金）　午前 10 時〜午後８時　※ 郵送の場合は 22 日（金）の消印有効
そ の 他
　・レッスンへの参加はお子さん一人につき１回のみとさせていただきます。
　・申し込みについては一人第２希望まで可能です。（ただし参加できる場合は、どちらか１回になります。）
　・参加確定後の日程の変更、参加者の変更等はできません。
　・参加者は市内・市外を問いません。
　・レッスン終了が午後７時以降になるため、保護者による送り迎えが必要となります。

■「こどもの日」は小中学生無料開放
　５月５日（火）の「こどもの日」は、市内・市外を問わず小中学生の施設利用料金を無料にします。
　なお、次のような利用の場合には保護者の同伴が必要です。
　①午後６時以降に施設を利用する場合
　②トレーニングルームを利用する場合　

■ 申し込み・問い合わせは…玉幡公園管理課（Ｋａｉ・遊・パーク内）　 055（276）4189

≪申し込みの必須事項≫
　●氏名（ふりがな明記。子どもと保護者の名前）
　●学年　●性別　●住所　●電話番号
　●参加希望の日程（ア）・（イ）のどちらか

高
齢
者
向
け
教
養
講
座

　
「
ト
ラ
イ
２
０
０
９
」

日
程　

6
月
8
日
・
15
日
・
22
日
・
29

日
の
月
曜
日

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
講
座

講
師　

渡
辺
司
也
さ
ん

場
所　

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員　

各
32
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

各
１
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所　

　

０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

甲
斐
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ヤ
ン
チ
ャ
リ
カ
」

◆
園
外
活
動
そ
の
１

日
時　

５
月
８
日（
金
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
管
理
棟

内
容　

ふ
う
せ
ん
遊
び

持
ち
物　

飲
み
物
、帽
子

参
加
料　

無
料

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

申
込
方
法　

当
日
、集
合
場
所
に
て
受
付

◆
園
外
活
動
そ
の
２

日
時　

５
月
19
日（
火
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
管
理
棟

内
容　

ボ
ー
ル
遊
び

持
ち
物　

飲
み
物
、帽
子

参
加
料　

無
料

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

申
込
方
法　

当
日
、集
合
場
所
に
て
受
付

◆
園
外
活
動
そ
の
３

日
時　

５
月
28
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

働
く
婦
人
の
家

　
　
　
（
万
才
７
６
１
番
地
）

内
容　

ダ
ン
ス
や
工
作
遊
び

持
ち
物　

上
履
き
、飲
み
物

参
加
料　

無
料

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

定
員　

40
組（
完
全
予
約
制
）

申
込
方
法　

５
月
７
日（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
電
話
受
付

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

光
保
育
園（
下
今
井
２
３
７
４
番
地
１
）

　

０
５
５
１（
２
８
）１
５
６
６

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室
開
催

　

心
と
体
の
健
康
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

社
交
ダ
ン
ス
を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間　

６
月
の
毎
週
金
曜
日　

全
４
回

時
間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

定
員　

男
女
各
10
人
・
計
20
人  

先
着
順

講
師　

三
井
猛
雄
さ
ん
・
春
美
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
者

場
所　

甲
斐
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
双
葉（
岩
森
２
１
１
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
文
化
協
会
社
交
ダ
ン
ス
部
長

　

小
田
切
喜
鉱　

０
５
５
１（
２
８
）２
５
０
９

子
育
て
サ
ロ
ン

“
ク
ロ
ー
バ
ー
”
開
催

日
時　

６
月
17
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

歌
と
手
遊
び
・
風
船
で
遊
ぼ
う

定
員　

20
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

　

０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

第
５
回
甲
斐
市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

主
催　

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

日
時　

５
月
６
日（
水
）

　
　
　

午
前
８
時
受
付  

　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
会
式

※
雨
天
の
時
は
５
月
10
日（
日
）に
延
期

会
場　

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト（
開
会
式
）、
西
八
幡
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、玉
幡
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
別

○
男
子
の
部

　

小
学
生
１
部（
５
・
６
年
生
）、小
学
生
２

部（
４
年
生
以
下
）、中
学
生
、一
般
１
部

（
高
校
生
含
む
）、一
般
２
部（
荘
年
）

○
女
子
の
部

　

小
学
生
１
部（
５
・
６
年
生
）、小
学
生
２

部（
４
年
生
以
下
）、中
学
生
、一
般
１
部

（
高
校
生
含
む
）、一
般
２
部（
荘
年
）

参
加
資
格　

　

市
内
在
住
者
お
よ
び
ク
ラ
ブ
登
録
者

参
加
料　

　

小
・
中
・
高
生　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

　

一
般　

１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

表
彰  

各
種
目
と
も
１
位
～
３
位
ま
で
賞

状
、賞
品  

※
参
加
賞
あ
り

申
込
期
日　

５
月
３
日（
日
）ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

小
学
部
は
所
属
ジ
ュ
ニ
ア
部
コ
ー
チ
へ

　

中
学
部
は
各
中
学
校
顧
問
の
先
生
へ

　

高
校
・
一
般
は
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協

会
競
技
部
長
内
藤
へ

　

０
５
５
１（
２
８
）４
３
６
８

第
５
回
春
の
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

主
催　

市
テ
ニ
ス
協
会

日
時　

５
月
17
日（
日
）

受
付　

午
前
８
時
30
分

※
雨
天
の
時
は
５
月
31
日（
日
）に
延
期

会
場　

西
八
幡
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

で
男
女
各
２
人
を
含
む
計
４
人
以
上

で
編
成
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム

試
合
方
法　

　

チ
ー
ム
対
抗
戦（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女

子
ダ
ブ
ル
ス
・
Ｍ
Ｉ
Ｘ
ダ
ブ
ル
ス
）、

予
選（
リ
ー
グ
戦
）、
決
勝（
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
）を
実
施
予
定

参
加
料　

　

１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円（
当
日
持
参
）

※
中
学
生
以
下
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

は
、
１
、０
０
０
円

申
込
方
法　

５
月
13
日（
水
）ま
で
に
電

話
に
て
申
し
込
み

行

政

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
情
報

行

政

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他
情
報
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

地
区
大
会

日
程　

○
敷
島
地
区　

５
月
22
日（
金
）

※
雨
天
の
場
合　

５
月
27
日（
水
）

会
場　

敷
島
総
合
公
園

○
双
葉
地
区　

５
月
25
日（
月
）

※
雨
天
の
場
合　

５
月
26
日（
火
）

会
場　

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

○
竜
王
地
区　

５
月
28
日（
木
）

※
雨
天
の
場
合　

５
月
29
日（
金
）

会
場　

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

時
間　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
（
受
付
8
時
45
分
～
）

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

申
込
受
付　

お
近
く
の
社
会
福
祉
協
議

会
へ
５
月
15
日（
金
）ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
人
は
貴
単
位
ク

ラ
ブ
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
地
区
の
上
位
者
が
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
代
表
者
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所　

　

０
５
５（
２
７
７
）１
１
２
２

市
民
体
力
測
定

～
体
力
測
定
で
自
分
の
体
力
を
知
ろ
う
～

主
催　

市
教
育
委
員
会

日
時　

５
月
９
日（
土
）

午
前
の
部　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
前
10
時
ま
で
）

夜
間
の
部　

午
後
６
時
～
９
時

　
　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）

場
所　

敷
島
体
育
館

内
容　

体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧
測
定
、
体

成
分
分
析
機
に
よ
る
測
定

テ
ス
ト
項
目　

握
力
、
上
体
起
し
、
反
復

横
と
び
、
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
な
ど

対
象
者　

20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
男
女

持
ち
物　

体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ

申
込
方
法　

会
場
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

主
催　

市
テ
ニ
ス
協
会

日
時　

５
月
16
日
～
６
月
13
日
の
毎
週

土
曜
日（
全
５
回
）

　

小
学
生
低
学
年（
１
～
３
年
生
）の
部

　

午
後
６
時
～
７
時

　

小
学
生
高
学
年（
４
～
６
年
生
）の
部

　

午
後
７
時
～
８
時

会
場　

竜
王
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

市
内
在
住
者

参
加
料　

無
料

定
員　

各
20
人

持
ち
物　

硬
式
用
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ（
ラ
ケ
ッ
ト
が
な
い
場
合
は

事
前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

５
月
13
日（
水
）か
ら
電
話

に
て
受
付（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
参
加
者
募
集

日
時  

５
月
27
日
～
６
月
17
日
の
毎
週
水

曜
日（
計
４
回
）

　

午
後
８
時
～
10
時

場
所  

竜
王
体
育
館

対
象
者  

市
内
在
住
者

参
加
料  

無
料

募
集
定
員  

20
人（
先
着
順
）

持
ち
物  

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル  

※
ラ
ケ
ッ
ト
の
貸
出
し
あ
り

指
導
者  

県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
指
導
員

申
込
期
日  

５
月
25
日（
月
）ま
で
に
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
）　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

主
催　

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
実
行
委

員
会

日
程　

６
月
７
日（
日
）　

※
雨
天
決
行

　

敷
島
総
合
文
化
会
館
出
発（
午
前
６
時

30
分
）
～
上
高
地
到
着（
午
前
10
時
）

～
ハ
イ
キ
ン
グ（
約
４
時
間
半
）
～
上

高
地
出
発（
午
後
２
時
30
分
）敷
島
総

合
文
化
会
館
到
着
予
定（
午
後
６
時
）

場
所　

長
野
県
上
高
地

参
加
資
格　

市
内
在
住
者（
中
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

募
集
定
員　

１
３
０
人

申
込
方
法  

　

往
復
ハ
ガ
キ
に「
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
教

室
申
込
」と
記
入
の
上
、
必
ず
参
加
希

望
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、応
募
多
数
の
場
合
は
５
月
20

日（
水
）午
前
10
時
か
ら
双
葉
公
民
館

に
て
公
開
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

注
意
事
項

・
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
５
人
ま
で
申
し

込
み
可

・
複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
重
複
申
し
込
み

不
可

・
当
選
は
ハ
ガ
キ
単
位
と
な
り
、
結
果
は

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

・
抽
選
会
は
参
加
自
由
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限  

５
月
13
日（
水
）必
着

参
加
料　

１
人 

３
、０
０
０
円（
バ
ス
代

な
ど
）５
月
29
日（
金
）ま
で
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ
直
接
納
入

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

〒
４
０
０

－

０
１
０
５  

　

甲
斐
市
下
今
井
２
３
６

－

２

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
６

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

日
時　

６
月
４
日（
木
）・
５
日（
金
）

　
　
　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

会
場　

山
梨
県
自
治
会
館

定
員　

１
８
０
人

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料　

３
、５
０
０
円

申
込
受
付　

　

５
月
18
日（
月
）
～
22
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
府
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

０
５
５（
２
２
２
）１
２
８
４

巡
回
展
「
電
気
を
つ
く
ろ
う
」
開
催

日
時　

７
月
29
日（
水
）ま
で

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

毎
月
第
３
月
曜
日（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）

場
所　

県
発
電
総
合
制
御
所
・
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
竜
王
新

町
２
２
７
７

－

３
）

内
容　

体
験
型
装
置
を
通
じ
て
、原
子
力

発
電
を
中
心
に
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
存
在
か
ら
、電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
利
用
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
が
学

習
で
き
ま
す
。

入
館
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

県
発
電
総
合
制
御
所
・
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー　

　

０
５
５（
２
７
８
）１
２
１
１

長
崎
へ
平
和
の
取
材
「
親
子
記
者
」

参
加
者
募
集

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

実
施
期
間　

８
月
８
日（
土
）
～
11
日

（
火
）（
３
泊
４
日
）

定
員　

　

全
国
の
対
象
自
治
体
か
ら
18
人（
９
組
）

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

長
崎
市
へ
の
交
通
費
、
宿
泊

代
、滞
在
中
の
取
材
補
助
費
を
支
給

申
込
期
限　

　

５
月
13
日（
水
）当
日
消
印
有
効

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.nucfreejapan.com

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
事
務
局

（
長
崎
市
平
和
推
進
課
内
）

　

０
９
５（
８
４
４
）９
９
２
３

裁
判
員
制
度
説
明
会

日
時　

５
月
20
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

甲
府
地
方
裁
判
所

　
　
　
（
甲
府
市
中
央
１

－

10

－

７
）

内
容　

裁
判
員
候
補
者
と
し
て
通
知
の

受
領
か
ら
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
ま
で

を
模
擬
体
験
、映
画
を
使
っ
て
裁
判
員

の
仕
事
に
つ
い
て
裁
判
官
の
解
説
、裁

判
で
使
用
す
る
法
廷
の
見
学
な
ど

定
員　

50
人（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
に
て
受
付

参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　

甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課　

　

０
５
５（
２
３
５
）１
１
３
１

竜
王
青
葉
を
み
る
会

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

在
宅
で
の
生
活
や
療
養
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
な
ど
に
、自
然
の
息
吹
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
野
外
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
、
こ
の
参
加
者
の

お
世
話
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

５
月
31
日（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
３
時

会
場　

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園

募
集　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
高
校
生
以
上
）

申
込
期
限　

５
月
18
日（
月
）ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

　

竜
王
共
立
診
療
所（
穂
坂
）

　

０
５
５（
２
７
９
）８
６
１
１

●ふれあいロビーコンサート
　～誰でも持ってる楽器“くちぶえ”。
　　　　　くちぶえを吹いて、オキラクゴクラク～
日　時　５月 17 日（日）　
　　　　午後２時開演
出　演　口笛アンサンブル「プリマスロック」
入場料　無料

●宮沢和史弾き語りによるコンサート「寄り道 2009」
日　時　６月 13 日（土）　
　　　　午後３時 30 分開演
入場料　全席指定 4,500 円
　※小学生以下は入場不可。
　※チケットは次のプレイガイド　

　で発売中。
　※チケットのお求めはお早めに。

●三遊亭小遊三・林家たい平二人会
日　時　７月 19 日（日）　
　　　　午後２時開演
入場料　全席指定
　　　　当日 3,800 円　（前売り 3,500 円）
　※未就学児は入場不可。
　※チケットは次のプレイガイドで
　　　　　　５月１日（金）午前 10 時から発売開始。

≪チケット取扱いプレイガイド≫
双葉ふれあい文化館／沢田屋双葉店／竜王中部公民館
／竜王南部公民館／敷島総合文化会館／
県民文化ホール／山交友の会／甲府音協／ぴゅあ総合
■問い合わせは…双葉ふれあい文化館事務室
　　　　　　　　 0551（20）3660

行

政

相
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イ
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ン
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行

政

相

談

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
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そ
の
他
情
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●
部
長
昇
任 

 
 

　

環
境
経
済
部
長（
学
校
教
育
課
長
）中

込
崇
博　

議
会
事
務
局
長（
財
政
課

長
）武
井
泉　

教
育
次
長（
下
水
道
課

長
）三
井
譲

配
置
換

　

総
務
部
長（
議
会
事
務
局
長
）小
澤
久

生　

市
民
部
長（
都
市
建
設
部
長
）飯

室
老
男　

都
市
建
設
部
長（
水
道
局

長
）海
野
政
文　

会
計
管
理
者（
市
民

部
長
）藤
田
廣
子　

水
道
局
長（
環
境

経
済
部
長
）雨
宮
行
比
古

●
課
長
・
園
長
昇
任

　

敷
島
支
所
地
域
課
長（
保
険
課
）安
藤

佳
俊　

保
険
課
長（
保
険
課
）小
林
修

商
工
観
光
課
長（
企
画
課
）有
泉
善
人

環
境
課
長（
総
務
課
）勝
村
秀
彦　

子

育
て
支
援
課
長（
人
事
課
）大
久
保
典

男　

玉
幡
公
園
管
理
課
長（
財
政
課
）

花
輪
正
純　

教
育
総
務
課
長（
下
水
道

課
）奥
野
経
雄　

生
涯
学
習
文
化
課
長

（
総
務
課
）小
宮
山
謙
二　

工
務
課
長

（
工
務
課
）飯
沼
覚　

し
き
し
ま
幼
稚

園
長（
し
き
し
ま
幼
稚
園
）吉
岡
真
里

子 

配
置
換 

　

企
画
課
長（
商
工
観
光
課
長
）市
川
孝

嗣　

財
政
課
長（
業
務
課
長
）小
宮
山

俊
彦　

総
務
課
長（
駅
周
辺
整
備
室

長
）小
宮
山
努　

竜
王
支
所
長（
竜
王

支
所
地
域
課
長
）小
野
裕
実　

敷
島
支

所
長（
敷
島
支
所
地
域
課
長
）湯
本
和

仁　

双
葉
支
所
長（
双
葉
支
所
地
域
課

長
）輿
石
辰
也 　

双
葉
支
所
地
域
課

長（
図
書
館
長
）岩
下
由
紀
夫　

収
納

課
長（
緑
化
推
進
課
長
）武
川
訓　

建

設
課
長（
総
務
課
長
）花
形
保
彦　

ま

ち
づ
く
り
推
進
課
長（
生
涯
学
習
文
化

課
長
）斉
藤
積　

下
水
道
課
長（
工
務

課
長
）猪
股
兼
幸　

学
校
教
育
課
長

（
玉
幡
公
園
管
理
課
長
）服
部
秀
穂　

図
書
館
長（
子
育
て
支
援
課
長
）横
森

栄
子　

業
務
課
長（
保
険
課
長
）金
丸

治
子　

松
島
保
育
園
長（
し
き
し
ま
幼

稚
園
長
）窪
田
明
美　

竜
王
西
保
育
園

長（
松
島
保
育
園
長
）杉
浦
克
美　

竜

王
東
保
育
園
長（
竜
王
西
保
育
園
長
）

古
屋
明
美　

双
葉
東
児
童
館
長（
双
葉

西
児
童
館
長
）望
月
恵
子

●
退
職

　

米
山
裕
文（
総
務
部
長
）　

保
延
博（
会

計
管
理
者
）　

飯
塚
文
明（
敷
島
支
所

長
）　

丸
山
次
郎（
教
育
次
長
）　

大
久

保
正
和（
環
境
課
長
）　

中
野
正
洋（
建

設
課
長
）　

西
野
博
行（
教
育
総
務
課

長
）　

秋
山
教
子（
竜
王
東
保
育
園
長
） 

太
田
幸
江（
敷
島
保
育
園
）　

小
林
久

世（
敷
島
北
小
学
校
）　

小
椋
み
ゆ
き

（
双
葉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）　

長
田

み
ち
子（
生
涯
学
習
文
化
課
）　

伊
藤

二
三
子（
生
涯
学
習
文
化
課
）　

高
橋

恵
美
子（
図
書
館
）　

有
泉
綾
子（
高
齢

福
祉
課
）　

米
倉
直
美（
図
書
館
） 　

中

込
政
和（
工
務
課
）　

込
山
登（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
）

●
併
任
解
除 

　

米
長
慎
二（
健
康
増
進
課
） 

●
採
用

　

学
校
教
育
課
・
内
藤
和
彦　

農
林
振

興
課
・
土
肥
亮　

総
務
課
・
武
田
有

未　

商
工
観
光
課
・
小
林
智
哉　

健

康
増
進
課
・
山
崎
彩　

健
康
増
進
課
・

石
川
和
紀 

行楽期における踏切事故防止
 

　行楽期は車で遠出する機会が多くなりますが、運転の疲れ
や先を急ぐあまり、踏切での一旦停止や安全確認がおろそかに
なりがちです。昨年１年間で山梨県では３件の踏切事故が発
生しています。
　10 月末には、甲府市東光寺地内の中央線金手踏切において
81 歳の男性が運転する電動車椅子が踏切内に立ち往生し、下
り貨物列車と衝突するという事故が発生しました。踏切事故
の原因の６割は、「警報機を無視した直前横断」ですので、踏切
では必ず一旦停止し、安全を確認してから通行しましょう。　
◎踏切の中に車が閉じこめられた時
　そのままゆっくり車を前進させて遮断棒を押し上げて車を
外に出してください。
◎踏切の中で車が動かなくなった時
　非常ボタンがあるときはカバーの上から強く押してくださ
い。信号機が作動し，列車に異状を知らせます。
　非常ボタンがないときは列車に向かって大きく手を振るか、
発煙筒や赤色灯を使用して危険を知らせてください。
■問い合わせは…　
　韮崎警察署　 0551（22）0110（代表）

ひき逃げ事件捜査にご協力を   
                           

　ひき逃げは、交通事故の当事者が負傷者を救護しないでそ
のまま走り去る極めて悪質な犯罪です。平成 20 年中に県内
では 61 件のひき逃げ事件が発生しました。この内４件は被
害者が亡くなった死亡ひき逃げ事件でしたが、被疑者は４件と
も検挙されています。
　県警では、悪質なひき逃げ事件について徹底した捜査活動を
行っていますが、事件解決のためにはみなさんの協力が欠かせ
ません。ひき逃げ事故を見た時は、車のナンバー、種類、色、特
徴、車が逃走した方向や運転手の特徴などをメモして、すぐに
１１０番通報をするか、お近くの警察署・交番などに通報し
てください。
■問い合わせは…　
　韮崎警察署　 0551（22）0110（代表）
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　 「野焼き」は、次の例外を除いて
法律により禁止されています。
　また、例外で認められた焼却で
あっても、周囲の住民から苦情があっ
た場合は、焼却中止の指導をすることが
あります。
　なお、法律に違反して「野焼き」を行った場合、５
年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金が
科せられる場合があります。
●例外規定 
①廃棄物処理基準に適合した焼却炉でのごみの焼却
　（排ガス処理装置等を完備した焼却炉でのみ可能です。）
②災害の応急対策や復旧のために必要なごみの焼却
③農業者や林業者が行う稲わらや伐採した枝等の焼却
④「どんと焼き」など風俗習慣または宗教行事を行
　うための焼却
⑤たき火、その他日常生活を営む上で通常行われ
　る軽微な焼却

（例…たき火、キャンプファイヤー、暖をとるため
の薪の焼却など。いずれの場合もビニール、プラ
スチックなどゴミを燃すことはできません。）

　「緑のカーテン」とは、アサガオやゴーヤなどの
つる性の植物を窓の外に這わせた植物のカーテン
のことです。夏の強い日差しを和らげ、室温の上昇
も抑えてくれます。これにより、エアコンの使用
を 20 〜 30％省エネできる効果があり、家計にや
さしく、CO　の排出量も減り地球環境にやさしい
取り組みです。ぜひ、「緑のカーテン」で涼しい夏
を過ごしましょう。
緑のカーテンの作り方（アサガオの場合）
○必要なもの
　種、プランター、土（腐葉土）、園芸用ネット、支柱
○種まき
　５月上中旬、種を一晩水につけてプランターにま
　きます。
○ネット張り
　ツルが伸びる前に支柱を固定し、ネットを張り
　ます。ツルをネットに絡ませる時はバランスよ
　く巻きつけます。うまくツルが巻きつかない時
　は、ヒモなどで結びます。
○水やり
　水は毎日やりましょう。真夏は、日中は避けて朝
　か夕方に。米のとぎ汁を使えば環境にもやさし
　く、肥料にもなります。

　
　家庭等において伐採されたせん
定枝を粉砕処理します。
対象となる枝

　せん定枝の長さは２ｍ以下、直径
10cm 以下のものに限ります。

　果樹のせん定枝についても対象とします。
※枯れた枝、葉っぱ類、根の部分、腐食した物、

金属類がついた枝、草・竹等は受け入れしませんの
で注意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みはでき
ません。

粉砕チップを希望する人へ
　粉砕処理したチップを市内在住者に無料で差し
上げます。受入時間内に袋を持参して係員の指示
に従ってください。

　　

　浄化槽は微生物の働きを利用して汚水を浄化す
る装置です。人間と同じように日頃から健康管理
を行い、微生物が活動しやすい環境を保つように
維持管理をする必要があります。
　このため、浄化槽の使い始めと年１回の定期検査
および清掃と保守点検が、浄化槽法で管理者に義務
付けられています。
　維持管理を行わないと、浄化槽の機能が低下し、
河川汚濁や悪臭の発生など、地域の環境汚染の原因
となります。また、故障箇所などを早期に修理しな
いと余分な費用がかかることになってしまいます。
■問い合わせは…
山梨県浄化槽協会  ☎ 055（232）2762
中北林務環境事務所環境課  ☎ 0551（23）3090
環境課 ( 双葉庁舎１階 )  ☎ 0551（20）3653　
竜王支所地域課 ( 竜王庁舎１階 )  ☎ 055 （278）1666
敷島支所地域課 ( 敷島庁舎２階 )  ☎ 055 （277）3113

せん定枝粉砕処理

浄化槽の適正な管理をしましょう

身近な夏の省エネ
　「緑のカーテン」にチャレンジしよう

ごみの野外焼却（野焼き）
　　　      の禁止について

場
所

受
入
日
時

玉幡中学校北側の市有地 自然休養村管理センター
（敷島総合公園入口）

日・月・火・水・木・土
午前９時～正午
午後１時～４時

日・火・金
午前９時～正午
午後１時～４時

【受入場所および受入日時】

※５月３～５日は祝日のため、お休みです。

■問い合わせは…
　環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
　敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113
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●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成

　日常生活において健康づくりに役立つ効果的な運動を行うための、健康運動指導士による運動プログラム作
成および実践指導を行います。運動器具等を使って安全で適切な指導をします。

日　　時　５月１日・８日・15 日・29 日の金曜日
　　　　　午後２時 30 分〜４時 30 分
場　　所　敷島保健福祉センター内軽運動室
費　　用　無料　ただし施設利用料 ( １回 100 円 ) 必要。
持 ち 物　運動靴、運動のできる服装　※予約制となりますので、希望日をご連絡ください。

②水中ウォーキング
　　集団で行う水中ウォーキング教室を受講できない人を対象に行います。
場　　所　敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対 象 者　市内在住者で次に該当する人
　　　　　・病院などに通っていて、運動を勧められるが長時間運動できない人
　　　　　・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるのが困難な人
　　　　　※安全のため、かかりつけ医師の診断書 ( 費用の補助はありません ) が必要な場合もあります。
　　　　　※聞き取りの上、予約制になります。
■申し込み・問い合わせは…敷島保健福祉センターに直接 ( 月曜日・祝日休館 )☎ 055(277)7311

●在宅介護者座談会～日頃の悩みや体験を話してみませんか～
　介護の悩みを語り合い介護者同士交流する座談会を開催します。
日　　時　５月 28 日（木）午前 10 時〜 11 時 30 分　場　　所　双葉保健福祉センター
対　　象　市内在住の在宅で高齢者を介護している人　内　　容　介護者同士の情報交換、交流
参 加 料　無料
■申し込み・問い合わせは…市社会福祉協議会竜王支所　☎ 055(279)1112

～もの忘れの予防と介護保険について～
　講師　めぐみ荘在宅介護支援センター職員

５月１６日（土）
午前１０時３０分～正午

玉川西公会堂
(玉川1389-1)

～認知症予防について及び３B体操～
　講師　双葉在宅介護支援センター職員
　　　　日本３Ｂ体操協会　輿石　伃王子

５月２３日（土）
午後１時３０分～

大屋敷公民館
(龍地6435)

めぐみ荘在宅介護
支援センター
☎055（278）0881

「ひかりの里」
双葉在宅介護支援センター
☎0551（28）5545

興味関心のある人

テーマ・講師 日　時 場　所 対象者 問い合わせ（委託先）

～介護予防のお話と体操～
　講師　甲斐市社会福祉協議会職員

５月１３日（水）
午前１０時～１１時３０分

八幡新田１区公会堂
（西八幡4395-19）

～膝・腰痛などの症状の原因と対策～
　講師　めぐみ荘デイサービスセンター
　　　　理学療法士　小澤　郁子

５月３０日（土）
午前１０時３０分～正午

仲新居区公会堂
(篠原1478-3)

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
☎055（279）1113

めぐみ荘
在宅介護支援センター
☎055（278）0881

興味関心のある人

テーマ・講師 日　時 場　所 対象者 問い合わせ（委託先）

この見開きページは左ページからお読みください

＜介護予防教室＞

＜脳のいきいき教室（認知症予防教室）＞

●軽運動教室を開催します
　一人では運動を続ける自信がない人など、みんなで楽しく運動しましょう。
日　　時　５月 22 日（金）午後２時 30 分〜３時、
　　　　　　　　　　　　午後３時 30 分〜４時の２回
場　　所　敷島保健福祉センター内軽運動室
対　　象　市内在住の 20 歳以上の人 定　　員　各５人
内　　容　イスを使ってリズム体操
費　　用　無料　※ただし施設使用料１００円が必要です。
持 ち 物　運動靴、運動のできる服装 講　　師　健康運動指導士

申込方法　５月 1 日（金）から電話受付または軽運動室で直接受付（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…敷島保健福祉センター内軽運動室　☎ 055(277)7311（月曜日・祝日休館）

1

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎１階）☎ 055（277）4735
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）☎ 055（278）1666　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）☎ 0551(20)3651

●人間ドック受診申し込み
申込期間　５月１日（金）〜 15 日（金）
対 象 者　40 歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課（竜王庁舎１階）、双葉支所地域課（双葉庁舎１階）
申込方法　指定医療機関から希望する医療機関を選び、申請してください。
　　　　　その場で受診券を発行します。（総合健診申込書とは別に申請が必要です。）
　　　　　受診券発行後、ご本人から医療機関へ予約をしていただきます。受診期間は 12 月 31 日までです。
持 ち 物　健康保険証、印鑑　※社会保険扶養の人は保険者から発行される特定健診受診券
料　　金　市では、年齢・検査項目により次のとおり金額を補助します。

指定医療機関　社会保険山梨病院健康管理センター、甲府共立病院総合健診センター、甲府市医師会健康管理セン
ター、山梨県厚生農業協同組合連合会健康管理センター、中沢クリニック、中央リハビリテーション
病院、竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉病院クアハウス石和、甲府城南病院、医療法人康麗会笛
吹中央病院

※申し込みは、12 月まで毎月期間を区切って受付しますが、予約状況により希望する医療機関で受けられないこ
ともあります。早めに申請をして予約することをおすすめします。

●健診受診調査および総合健診申し込みについて
　健診実施前に、「健診受診調査及び総合健診申込書」を各
世帯に送付します。健診内容等詳細については案内をご覧
ください。
　加入している医療保険の種類、年齢によって２種類の調査
票があります。世帯によっては案内が２部送付される場合
があります。
　申込書が届きましたら、必ず全員 (20 歳以上 ) の必要事項を記入し、期日までに同封されている返信用封筒にて
健康増進課まで返信してください。
※「健診受診調査及び総合健診申込書」は総合健診の実施時期に合わせての送付となりますので、地区ごとに送付の

時期が異なりますので、ご了承ください。
※竜王地区は３月、双葉地区は４月に発送しました。敷島地区は５月上旬に予定してます。なお、転入等により届

いていない人はお問い合わせください。

　

①基本健診 ( 特定健診含む ) のみ受けた場合

② ①に加え前立腺がん検査を受けた場合

③ ①に加え子宮がん検査または乳がん検査 ( ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ検査 ) どちらかを受けた場合

④ ①に加え子宮がん検査と乳がん検査 ( ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨｰ検査 ) の両方を受けた場合
・甲斐市国民健康保険に加入している人は、さらに特定健診分として国保より 8,000 円補助があります。  
・甲斐市国民健康保険以外の保険に加入している人は、各保険者により補助金額が異なります。
   ( 詳しくは加入されてる保険者にお問い合わせください。)  
・自己負担金は実際に検査にかかった金額から、市の補助金と保険者の補助金を差し引いた分の金額になります。  

22,000 円

23,000 円

24,000 円

25,000 円

30,000 円

31,000 円

32,000 円

33,000 円

内 容 ・ 区 分 40 ～ 74 歳の人 75 歳以上
（健診受診日の年齢）の人

健診実施時期申込対象者

国民健康保険の人
社会保険扶養家族で 20 歳〜 39 歳の人
75 歳以上の人

社会保険扶養家族で 40 歳〜 74 歳の人

  5 月 〜  9  月

10 月 〜 11 月
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■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎１階）☎ 055（277）4735
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）☎ 055（278）1666　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）☎ 0551（20）3651

予防接種の種類 特記事項

乳幼児

年長児

小学6年生

日本脳炎について
は、引き続き積極的
勧奨は差し控えま
す。

病気にかかったこと
のある人、麻しん風
しんの予防接種を
各々２回接種したこ
とのある人は対象
から除かれます。

13歳未満の人でま
だ接種していない
人についても接種
可能です。

指定医療機関

※指定医療機
関以外の主治
医のもとで接
種を希望され
る場合は、申
請 が必 要 で
す。お近くの
窓口へ来庁く
ださい。

無料

決められた年齢、
接種間隔を過ぎ
ての接種につい
ては、自己負担と
なりますので注
意しましょう。

母子健康手帳
保険証
予診票

※予診票は、各指定医療機関に
も設置されています。

※麻しん風しん混合第３・４期に
限り、保護者が同伴できない場
合、保護者の同意書を持参する
ことで接種可能です。同意書が必
要な人は、各窓口にてお渡ししま
す。接種当日には必ず、お持ちく
ださい。

BCG、三種（二種）混合、
麻しん風しん混合第１期
(麻しん、風しん）、
日本脳炎

麻しん風しん混合第2期

二種混合

中学１年生 麻しん風しん混合第3期

高校3年生 麻しん風しん混合第4期

実施場所 接種料金対　象 持ち物

 指定医療機関 　  住　所 電話番号

 林野医院 西八幡2436 055（276）2816

 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619

 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155

 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366

 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111

 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088

 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355

 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132

 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611

 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550

 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222

 指定医療機関 　  住　所 電話番号

 三井小児科医院 西八幡１３３８－１ ０５５（２７８）２５５５

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129

 小山医院 島上条492-1 055（277）5102

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181

 双葉クリニック 龍地4710-1 0551（28）6789

 響ヶ丘整形外科 龍地2563-14 0551（30）8100

 ふたば内科消化器科医院 龍地2795-10 0551（28）8227

予
防
接
種
指
定
医
療
機
関

●母子健康手帳の発行
　妊娠中の心配事がありましたら、ご相談ください。

● 予防接種を受けましょう
　予防接種で予防できる病気もあります。決められた年齢、接種間隔でしっかり予防接種を受け、お子さんを病
気から守りましょう。
※予防接種当日は必ず保護者同伴で接種を行ってください。

対象地区（月齢）実施日

乳幼児

竜王（３～10か月児）

敷島（11ヵ月～７歳6か月未満児）

双葉（３ヵ月～7歳6か月未満児）

竜王（11ヵ月～7歳6か月未満児）

敷島（３～10か月児）

竜王（３ヵ月～7歳6か月未満児）

敷島（３ヵ月～7歳6か月未満児）

竜王保健福祉センター

敷島保健福祉センター

双葉保健福祉センター

竜王保健福祉センター

敷島保健福祉センター

竜王保健福祉センター

敷島保健福祉センター

母子健康手帳
予診票

※予診票がない場
合、会場にも用意
してあります。

午後１時30分 ～ ２時30分

午後１時 ～ １時50分

午後１時30分 ～ ２時30分

午後１時30分 ～ ２時30分

午後１時 ～ １時50分

午後１時30分 ～ ２時30分

午後１時 ～ １時50分

実施場所 持ち物対　象 受付時間

 ５月 7日(木)

 ５月 12日(火)

 ５月 15日(金)

 ５月 20日(水)

 ５月 28日(木)

 6月 4日(木)

 6月 10日(水)

この見開きページは左ページからお読みください

発 行 時 間
場 所
持 ち 物

開庁時間（午前８時30分～午後５時30分）
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課
印鑑

〈ポリオ予防接種日程〉

●離乳食教室
　離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付　午後１時 30 分〜１時 45 分　教　室　午後１時 45 分〜４時頃
持ち物　母子健康手帳、 問診票、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は麦茶等。
※申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●マタニティクラス・ママパパクラス
　妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。
　申込制ですので、ママパパクラスは５月 15 日（金）、第３課５月７日（木）、第４課５月 21 日（木）までにご連絡
ください。

● 乳幼児健診
受付時間　午後１時 10 分〜 1 時 30 分　◎午前中の受付は致しません。
持参するもの　 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（11 か月、1 歳 6 か月、2 歳、3 歳児健診のみ）、

歯ブラシ（11 か月、1 歳 6 か月、2 歳、3 歳　※ 普段使用しているもの）

※ 3 歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後 3 時 30 分〜 4 時 30 分）　　５月 13 日（水）竜王保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ５月 21 日（木）双葉保健福祉センター
日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。
※今年度より２歳児健診の対象が２歳４か月児になり、平成 19 年３月生まれの児は、７月に実施。
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内　容 実施月日 該当児 対象地区
竜　王
敷島・双葉
竜　王
敷島・双葉
敷島・双葉
竜　王
竜　王
敷島・双葉

実施場所
竜王保健福祉センター
敷島保健福祉センター
竜王保健福祉センター
双葉保健福祉センター
敷島保健福祉センター
竜王保健福祉センター
竜王保健福祉センター
双葉保健福祉センター

4か月児健診

11か月児健診

１歳か6月児健診

３歳児健診

 ５月 19日(火)
 ５月 27日(水)
 ５月 26日(火)
 ５月 29日(金)
 ５月 1日(金)
 ５月 14日(木)
 ５月 13日(水)
 ５月 21日(木)

 H２1． 1月生

 H20． 5月生

 H19． 10月生

 H17． １１月生

 　　内　容 実施月日 該当児  実施場所
後期の離乳食教室
前期の離乳食教室

 ５月 ８日(金)
 ５月 １８日(月)

 H２０． ７月生
 H20． １１月生

　　双葉保健福祉センター
　　竜王保健福祉センター

内　容

第３課　栄養・歯科について
(栄養士、歯科衛生士、保健師)

第４課　お産について
（助産師、保健師）

ママパパクラス
（助産師、保健師）

日　程

５月１１日（月）
午前９時30分～正午

５月25日（月）
午前９時30分～正午

５月19日（火）
午後７時～９時

対　象

市内在住の
５か月過ぎの妊婦
とその家族

市内在住の
7か月過ぎの妊婦
とその家族

実施場所

 敷島
 保健福祉センター

持参するもの

母子健康手帳、筆記用具
※第３課は、普段使用している
歯ブラシ

※ママパパは、父子健康手帳
  （ない人には当日配布します）

●妊婦健診の拡充について
　４月から妊婦健診の公費の負担回数が、従来の５回から 14 回に増加しました。対象者には、「妊婦一般健
康診査受診票」を既に通知しましたが、転入してきたなどの理由により、受診票をもらっていない人はご連絡
だくさい。
●県外で妊婦健診を受けた場合について
　里帰りなどにより県外で妊婦健診を受けた場合も対象となりますが、次のとおり申請が必要となります。
対象になる健診　平成２１年４月１日以降の妊婦健診（未使用の受診票枚数分）
助成内容　１回につき上限 6,000 円
申請方法 ① 申請書 ②妊婦健診した医療機関の領収書の写し
 ③未使用の妊婦一般健康診査受診票 ④母子健康手帳 ( 受診日の記載がわかるもの )
　　　　　※振込先の口座がわかるもの ( 通帳等 )、印鑑を持参してください。
申込期間　出産等した日の年度内



MAY
月月

救急医療
まずは連絡してから…
救急医療
まずは連絡してから…
■竜王・敷島地区にお住まいの人
●救急医療センター…　055（226）3399
　夜間救急診療…毎日午後7時～翌朝7時
　応需医療機関の検索、紹介…24時間対応
●小児救急センター…　055（226）3399
　日曜・祝日…午前9時～翌朝7時
　土曜日…午後3時～翌朝7時
　夜間（毎日）…午後7時～翌朝7時
●歯科救急センター…　055（220）1199
　夜間歯科救急診療…
　平日・土曜日…午後7時～11時
　日曜・祝日…午後5時～11時
●救急調剤センター…　055（236）5200
　夜間救急調剤…毎日午後7時～11時
　医療品の情報提供等…
　　　　　　　　毎日午前9時～午後5時
●精神科救急医療相談…　055（254）3119
　平日…午後5時15分～9時15分
　土・日・祝日…午前11時～午後7時30分

■双葉地区にお住まいの人
●峡北消防本部…　0551（22）8181

(音声テレホンガイド)
　平日…午後5時15分～翌朝8時30分
　土曜・日曜・祝日　24時間対応
※峡北消防本部で対応できなかった場合
●山梨県救急医療情報センター…　

055（224）4199

●休日、夜間の水道管の故障・漏水など緊急時は…
　甲斐市役所（当直）
　　055（276）2111
●平日（昼間）の本管から水道メーターまでの
　故障・漏水など緊急時は…
　水道局工務課
　　055（276）0734
●平日（昼間）の宅地内の故障等は…
　甲斐市管工事協同組合
　　055（279）6326
※指定給水装置工事事業者が対応します。
また、個人所有の給水装置の修理（タイル舗装等の特
殊な構造物等も含む）は、個人の負担になります。

※なお、甲斐市牛句・大久保・境・大下条・中下条・長
塚・島上条・天狗沢地区にお住まいの方は、甲府市
上下水道局へ問い合わせ願います。
●甲府市上下水道局
　　055（228）3311

救急医療
まずは連絡してから…

山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談

水道が故障・漏水した時の連絡方法

発熱、下痢、嘔吐、ひきつけなどの、子どもの夜
間の急な病気については、まず、次の番号に連
絡し相談してください。
●電話番号 ♯8000（短縮ダイヤル）
 　055（226）3369
 　（ダイヤル回線）
●利用時間 毎日午後7時～11時
●対 応 者 看護師
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■下水道新規指定店 【問い合わせは…下水道課（竜王庁舎2階） 　055（278）1670】
●栄建設工業㈱…南巨摩郡鰍沢町728   0556（22）0175
●宝栄設備…都留市中津森73　0554（43）3782
●菊原工業…甲斐市玉川1401－3　055（276）9166　

■指定給水装置工事事業者（新規） 【問い合わせは…水道局工務課（水道局2階） 　055（27６）0734】
●宝栄設備…都留市中津森73　0554（43）3782

月日 火 木水 金 土

3 4 5 6 7 8 9

1 2

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

●青空市場
　午前9：00　
　敷島総合文化会館前駐車場
●ライライくんのおはなし
劇場

　午後２：00　
　敷島総合文化会館視聴覚ホ
ール

　詳細は、P18参照

●青空市場
　午前9：00　
　敷島総合文化会館前駐車場
　午後２：00
　JA吉沢支所前
●市民体力測定
　午前９：00
　午後６：00　
　敷島体育館

●休館日
●いきいき健康相談　
　午前10：00～正午
　志麻の湯
●健康水中体操教室　
　午前10：30
　双葉B＆Gプール

●休館日

●青空市場
　午前9：00
　敷島総合文化会館前駐車場
　午後２：00
　JA吉沢支所前

●休館日
●固定資産税全期前納納期限
●無料法律相談（予約制）
　午後１：00～４：00
　敷島総合文化会館

●健康水中体操教室
　午前10：30
　双葉B＆Gプール

●青空市場
　午前9：00
　敷島総合文化会館前駐車場
　午後２：00
　JA吉沢支所前
●上映会　詳細は、P19参照
●ふうせん劇場スペシャル
　午後２：00
　双葉ふれあい文化館視聴覚室
　詳細は、P18参照

●休館日

●休館日
●いきいき健康相談　
　午前10：00～正午
　志麻の湯

　午前10：00～正午
　百楽泉
●健康水中体操教室　
　午前10：30
　双葉B＆Gプール
●６月分学校体育施設一斉
開放受付　午後7：00

●７月分社会体育施設一斉
開放受付　午後8：00

　双葉公民館

●休館日
●いきいき健康相談　
　午前10：00～正午
　かまなしの湯

　西八幡公園テニスコート
●梅の里ふれあいまつり
　午前10：00　
　クラインガルテンクラブハウス
●ふれあいロビーコンサート
午後２：00

　双葉ふれあい文化館
●ふれあい水泳教室　
　午前10：30
　双葉B＆Gプール　

●休館日
●市民相談
　午後1：30～4：00
　双葉公民館

●休館日
●６月分学校体育施設・７月
分社会体育施設開放随時
受付開始

●休館日●支部対抗球技大会
　午前８：30
　双葉スポーツ公園他
●上映会　詳細は、P19参照
　

甲府CATV「テレビ回覧板」市の生活情報やイベント情報を文字と音声でお届けしています。
日～月　午前9時14分～15分 ・ 午後5時34分～35分　

●休館日
●身体障害者出張相談
　午後1：30～3：30
　敷島保健福祉センター相
談室A

　

●春風にのって
　チビッコあつまれGoGo
　午後２：00 
　竜王図書館２階視聴覚室
　詳細は、P18参照

●休館日
●固定資産税課税台帳の閲
覧、土地・家屋価格等縦覧
帳簿の縦覧

　6月１日まで

●休館日

●野菜即売会　
　午前９：00
　JA竜王
●いきいき健康相談　
　午前10：00～正午
　かまなしの湯

●休館日
●第５回甲斐市長杯争奪ソ
フトテニス大会
　午前８：30
　釜無川スポーツ公園テニ
スコート他

●休館日

●休館日
●子どもの日記念小中学生
無料開放

　Kai・遊・パーク
●児童福祉週間　
　11日まで

●休館日

　

　午前10：00～正午 百楽泉
●市民相談　午後1：30～
　4：00　竜王図書館
●行政相談　
　午後1：30～4：00　
　竜王南部公民館・敷島総合
文化会館・双葉公民館

●家庭児童相談室定例相談
午後1：30～３：30　

　敷島庁舎福祉相談室

●休館日
●市民相談
　午後1：30～4：00
　敷島総合文化会館

●休館日 ●青空市場
　午前9：00
　敷島総合文化会館前駐車場
　午後２：00
　JA吉沢支所前

　

●休館日
●いきいき健康
　相談　

●いきいき健康
　相談　

●第５回春のテ
ニス大会
　午前８：30

釜

釜

百 農

百 農

Kai・遊・パーク無料開放日
　Kai・遊・パークでは、６・13・20・27日の水曜日の午後１
時から８時30分までに受付された市内在住の65歳以上
の方と障害者のみなさんに施設を無料開放いたします。
　また、介助が必要な障害者の場合は、介助者お一人ま
で無料です。どうぞ、ご利用ください。

ゆうのう市場が毎週日・水・土曜日に開催
クラインガルテンクラブハウスで開催される「ゆうのう

市場」。地元農家の新鮮野菜や果実がいっぱいです。
●開催日  毎週日・水・土曜日  午前9時から
●場　所  クラインガルテンクラブハウス

お知らせお知らせ

農百
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  　　　　…図書館 　　…公民館図書室
……志麻の湯
……百楽泉
……かまなしの湯
……農の駅
……公民館
……敷島総合文化会館
……双葉ふれあい文化館
……Kai・遊・パーク
……歩行浴プール・軽運動室
　　　（敷島保健福祉センター内）
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さわやかな
季節

バーベキューバーベキューバーベキュー
　気の合う仲間や親子で楽しめるバーベ
キュー。春から夏にかけては絶好の季節です。
　市内でバーベキューができる公共施設は、双
葉水辺公園と釜無川スポーツ公園があります。
火気の使用については、申請が必要となり許可
制となっています。
　また、公園では許可した場所でのみ火気の使
用が認められていますので、マナーを守って楽
しくご利用ください。

　気の合う仲間や親子で楽しめるバーベ
キュー。春から夏にかけては絶好の季節です。
　市内でバーベキューができる公共施設は、双
葉水辺公園と釜無川スポーツ公園があります。
火気の使用については、申請が必要となり許可
制となっています。
　また、公園では許可した場所でのみ火気の使
用が認められていますので、マナーを守って楽
しくご利用ください。

申請場所　都市計画課、敷島・双葉支所各地域課
申請期限　利用希望日の１週間前
申請方法　各庁舎窓口で申請後、後日、許可書を発行します。
　　　　　※当日は、許可書をお持ちください。
注意事項　現地には、かまどがあるだけなので必要な物を用

意し、持ち込んだもの（ゴミ・残飯など）は全て持
ち帰ってください。

　　　　　※かまどは３か所あります。
　山梨県で管理している公園です。火気の使用については、県
の中北建設事務所にお問い合わせください。

日　時　５月17 日（日）   午前10時～午後２時
場　所　甲斐敷島梅の里クラインガルテンクラブハウス
内　容　梅もぎ体験、農産物販売ほか

梅もぎ体験 桑の実摘み さくらんぼ
狩り

梅の里
ふれあいまつり

場　所　甲斐敷島梅の里
（市内牛句：矢木羽湖周辺）

期　間　５月15日（金）～23日（土）
時　間　午前９時～午後3時
料　金　一袋５００円

（１キロ入りの袋いっぱいに梅
をもぎ取ることができます）

■問い合わせは…
　ゆうのう敷島　☎055（267）0831

場　所　市内大垈
期　間　６月５日（金）～14日（日）
時　間　午前10時～午後３時30分
入園料　一人６００円
その他　桑の葉茶のサービス、養蚕体験

コーナーあり。
■問い合わせは…
　甲斐市商工会　☎055（276）2385

場　所　双葉地区
期　間　６月上旬～６月中旬（詳細は

お問い合わせください）
時　間　午前９時～午後３時
料　金　40分食べ放題２、０００円

お一人様料金（５歳以下半額）
申し込み　事前に問い合わせ・予約を

お願いします。
■申し込み・問い合わせは…
　ＪＡ梨北双葉支店　☎0551（28）6111

■双葉水辺公園の問い合わせは…
　都市計画課（竜王庁舎２階） ☎０５５（２７８）１６６９
　敷島支所地域課（敷島庁舎２階） ☎０５５（２７７）３１１３
　双葉支所地域課（双葉庁舎１階） ☎０５５１（２０）３６５１

■釜無川スポーツ公園の問い合わせは…
　中北建設事務所　☎０５５（２２４）１６７３

■問い合わせは…
　梅の里ふれあいまつり実行委員会事務局
　（ゆうのう敷島）　☎055（267）0831

市内観光情報市内観光情報市内観光情報

市内で楽しもうさわやかな
季節市内で楽しもう

釜無川スポーツ公園釜無川スポーツ公園

双葉水辺公園双葉水辺公園

双葉水辺公園




